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6月15日号

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
ここまで来た天然ガストラック新時代【海外視察を通じての事例紹介】／トラック運送事
業者のための経営のヒント【「共配＋短時間貸切」で生産性向上】…３面／食の新旧街
道を行く【魚食文化の道⑦ 長良川の「鮎の塩焼き」】…７面

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,948 103.2%

一　般 ― 102.0%
宅配便（千個） 334,903 110.0%

輸送統計
平成29年3月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
普通・準中型・中型 大型 計

36
（1）

49
（−9）

85
（−8）

交通事故死者数（人）
4月30日現在 6月13日現在

1,117
（−123）

1,508
（−156）

全国の死亡
事故件数

1,101
（−96）

平成29年4月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

6/15〜7/14  2995
7/15〜8/14  6318

２・３
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

8 ・引越安心マーク申請のご案内
・茨城県トラック総合会館が完成

6・7
・��経営診断・経営相談事業特集
　㈱タイヨー運送（大阪府枚方市）

4
�＜環境特集2017＞
地域共生と環境保全に取り組む
トラック運送業界②
　さくら運輸㈱（大分県佐伯市）

県内の事業者でいち早くデジタコを導入するなど
エコドライブに取り組むさくら運輸

5 ・��交通事故防止!!わが社の取り組み
　㈱秋田エスエス商運（秋田県秋田市）

　

政
府
の
日
本
経
済
再
生
本

部
（
本
部
長
・
安
倍
晋
三
内

閣
総
理
大
臣
）
で
は
︑﹁
未

来
へ
の
投
資
﹂
の
拡
大
に
向

け
た
成
長
戦
略
と
構
造
改
革

の
加
速
化
を
図
る
た
め
︑
平

成
28
年
９
月
に
﹁
未
来
投
資

会
議
﹂（
議
長
・
同
）
を
立

ち
上
げ
︑
議
論
を
進
め
て
き

た
︒
こ
の
ほ
ど
閣
議
決
定
さ

れ
た
同
戦
略
で
は
︑
先
端
技

術
の
活
用
を
柱
に
据
え
︑
様

々
な
社
会
課
題
の
解
決
を
図

っ
て
い
く
︒

　

同
戦
略
で
は
︑﹁
移
動
革

命
の
実
現
﹂﹁
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
次
世
代
化
﹂
な
ど
５

分
野
を
中
心
に
︑
我
が
国
の

政
策
資
源
を
集
中
投
入
し
︑

未
来
投
資
を
促
進
す
る
︒

　
﹁
移
動
革
命
の
実
現
﹂
の

中
で
は
︑
目
指
す
べ
き
社
会

道
路
）
に
お
け
る
後
続
無
人

で
の
隊
列
走
行
を
実
現
す
る

た
め
︑
29
年
度
中
に
後
続
車

有
人
シ
ス
テ
ム
︑
来
年
度
に

後
続
車
無
人
シ
ス
テ
ム
の
公

道
実
証
を
開
始
す
る
な
ど
の

内
容
を
掲
げ
た
ほ
か
︑
自
動

走
行
の
公
道
実
証
が
可
能
と

な
る
よ
う
︑
必
要
な
制
度
整

備
等
を
行
う
こ
と
が
盛
り
込

ま
れ
た
︒
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
に
よ
り
︑﹁
移
動
革
命
﹂

に
よ
る
物
流
効
率
化
の
実
現

を
目
指
し
て
い
く
︒

　

な
お
︑
政
府
で
は
︑
国
家

戦
略
特
区
に
お
い
て
自
動
走

行
︑
ド
ロ
ー
ン
等
の
近
未
来

技
術
の
実
証
実
験
を
迅
速
か

つ
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
︑

現
行
法
の
規
制
を
一
時
的
に

停
止
す
る
規
制
緩
和
策
で
あ

る
﹁
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
﹂
制

度
を
取
り
入
れ
る
な
ど
︑﹁
移

動
革
命
の
実
現
﹂
に
向
け
た

取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
て
い

く
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
︑平
成
28
年
の
﹁
交

通
事
故
統
計
分
析
結
果
（
確

定
版
）﹂
を
ま
と
め
︑
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
が
第
１
当
事
者

と
な
っ
た
死
亡
事
故
件
数

を
︑
都
道
府
県
ナ
ン
バ
ー
別

（
車
籍
別
）
に
１
万
台
当
た

り
の
数
値
に
換
算
し
た
デ
ー

タ
を
公
表
し
た
︒
そ
れ
に
よ

る
と
︑
全
国
平
均
で
は
︑
28

年
は
２
・
１
件
と
な
っ
た
︒

26
年
が
２
・
７
件
︑
27
年
が

２
・
５
件
と
年
々
減
少
傾
向

を
み
せ
て
お
り
︑
追
突
や
交

差
点
事
故
対
策
に
焦
点
を
当

て
た
対
策
が
功
を
奏
し
た
結

果
と
な
っ
た
が
︑全
ト
協
は
︑

車
両
１
万
台
当
た
り
の
死
亡

事
故
件
数
目
標
を
﹁
２
・
０

件
﹂
に
設
定
し
て
お
り
︑
今

後
︑
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
に
お
い
て
は
︑﹁
ト
ラ
ッ

ク
事
業
に
お
け
る
総
合
安
全

プ
ラ
ン
２
０
０
９
﹂
の
数
値

目
標
﹁
２
・
０
件
﹂
を
達
成

で
き
る
よ
う
︑
さ
ら
な
る
交

通
事
故
防
止
対
策
に
取
り
組

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
︒

　

結
果
を
都
道
府
県
別
に
み

る
と
︑﹁
２
・
０
件
﹂
の
数
値

目
標
を
ク
リ
ア
で
き
た
の
は

25
都
県
で
︑
特
に
岩
手
︑
山

梨
︑
鳥
取
︑
島
根
︑
沖
縄
県

は
ゼ
ロ
を
達
成
し
た
︒

　

な
お
︑
こ
の
デ
ー
タ
は
全

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
﹁
平

成
28
年
の
交
通
事
故
統
計
分

析
結
果
﹂
に
掲
載
さ
れ
て
お

り
︑
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
る
︒
さ
ら
に
︑
ポ

イ
ン
ト
を
ま
と
め
︑
グ
ラ
フ

化
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
︑
今
号

の
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
に
刷

り
込
ん
で
い
る
︒

　

現
大
綱
策
定
後
︑
我
が
国
の
物
流
を

め
ぐ
る
環
境
は
︑
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
に
伴
う
労
働
力
不
足
の
顕
在
化
︑

国
際
競
争
の
激
化
︑情
報
通
信
技
術（
Ｉ

Ｃ
Ｔ
）
な
ど
の
技
術
革
新
等
︑
様
々
な

変
化
が
生
じ
て
い
る
︒
国
交
省
は
新
大

綱
の
策
定
に
向
け
て
︑
こ
う
し
た
社
会

状
況
の
変
化
や
新
た
な
課
題
に
対
応
で

き
る
強
い
物
流
を
構
築
す
る
こ
と
を
目

指
し
︑
同
検
討
会
で
提
言
（
素
案
）
を

ま
と
め
た
︒

　

同
提
言
（
素
案
）
で
は
︑
物
流
の
生

産
性
向
上
に
よ
り
︑
我
が
国
の
経
済
成

長
を
支
え
る
﹁
強
い
物
流
﹂
の
構
築
を

目
指
す
︵
図
︶︒
提
言
１
～
４
で
示
さ
れ

た
施
策
を
︑
新
技
術
の
活
用
に
よ
り
効

果
的
に
実
現
し
（
提
言
５
）︑
人
材
の

育
成
等
（
提
言
６
）
で
横
断
的
に
サ
ポ

ー
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
物
流
の
生
産

性
を
向
上
さ
せ
︑﹁
強
い
物
流
﹂
を
実

現
さ
せ
る
と
い
う
方
向
性
が
示
さ
れ
た
︒

　

な
お
︑
新
大
綱
は
︑
今
後
取
り
ま
と

め
ら
れ
る
提
言
を
基
に
︑
政
府
内
で
検

討
さ
れ
︑
今
年
夏
頃
に
閣
議
決
定
さ
れ

る
予
定
︒

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
今
年
目
標
年
次
を
迎
え
る
﹁
総

合
物
流
施
策
大
綱
（
２
０
１
３
〜
２
０
１
７
）﹂
に
代
わ

る
次
期
大
綱
の
策
定
に
向
け
て
︑
現
在
﹁
総
合
物
流
施

策
大
綱
に
関
す
る
有
識
者
検
討
会
﹂（
座
長
・
野
尻
俊
明

流
通
経
済
大
学
学
長
）
を
開
催
し
て
い
る
︒
６
月
１
日

に
開
催
さ
れ
た
第
６
回
検
討
会
で
は
︑
新
た
な
大
綱
策

定
に
向
け
た
提
言
（
素
案
）
が
ま
と
ま
っ
た
︒

民間+ 各省庁等の連携による施策の推進

物流の生産性向上

図　「総合物流施策大綱に関する有識者検討会」提言（素案）概要

サプライチェーン全体の視点に
基づく効率的で価値創造型の物流への変革
（サプライチェーンを構成する関係者の連携）
（物流の高付加価値化）

提言１＜繋がる＞ 提言２＜見える＞提言５＜進化する＞

提言３＜支える＞ 提言４＜備える＞

物流の透明化・効率化と
それを通じた働き方改革の実現
（物流事業者・荷主、物流事業者間の連携）

飛躍的な効率化
をもたらす新技術
（IoT、BD、AI 等）

の活用
＋

物流分野での新
技術を活用した
新規産業の創出

ストック効果発現等のインフラの
機能強化による効率的な物流の実現
( ハード・ソフトの連携・ハード同士の連携 )

災害等のリスク・地球環境問題に対応する
サステイナブルな物流の構築

提言６＜育てる＞

人材の育成
＋

利用者でもあ
る消費者への
啓発等

（理解を育む）

　

政
府
は
６
月
９
日
の
臨
時
閣
議
で
︑

成
長
戦
略﹁
未
来
投
資
戦
略
２
０
１
７
﹂

を
決
定
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
近
年
急
激
に
起
き
て
い
る

第
４
次
産
業
革
命
︹
ｌ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）︑ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
（
Ｂ

Ｄ
）︑人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）︑ロ
ボ
ッ
ト
︑

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
等
︺
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
あ
ら
ゆ
る
産
業
や
社

会
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
︑

様
々
な
社
会
課
題
を
解
決
す
る

﹁Society5.0

﹂
の
実
現
を
目
指
す

も
の
︒
同
戦
略
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
隊

列
走
行
や
小
型
無
人
機
（
ド
ロ
ー
ン
）

を
使
っ
た
荷
物
配
送
の
実
現
も
盛
り
込

ま
れ
て
お
り
︑こ
れ
ら
の﹁
移
動
革
命
﹂

の
早
期
実
現
に
よ
り
物
流
の
効
率
化
が

図
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
︒

　

茨
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
小
林

幹
愛
会
長
）
の
﹁
茨
城
県
ト
ラ
ッ

ク
総
合
会
館
（
防
災
・
研
修
セ
ン

タ
ー
）﹂
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
︵
写

真
︶︑
６
月
10
日
に
は
完
成
記
念

式
典
が
行
わ
れ
た
︒

　

新
会
館
は
茨
城
県
庁
ま
で
車
で

３
分
と
近
く
︑
ま
た
常
磐
自
動
車

道
水
戸
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ

Ｃ
）
や
北
関
東
自
動
車
道
茨
城
町

西
Ｉ
Ｃ
な
ど
︑
約
20
分
圏
内
に
高

速
道
路
の
４
つ
の
Ｉ
Ｃ
が
あ
り
︑

災
害
時
の
緊
急
物
資
の
集
積
・
搬

送
の
利
便
性
が
高
い
の
が
大
き
な

特
長
に
な
っ
て
い
る
︒

茨
城
県
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館
が
完
成

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
防
災
拠
点
機
能
を
充
実

像
と
し
て
︑
無
人
自
動
走
行

や
小
型
無
人
機（
ド
ロ
ー
ン
）

に
よ
る
荷
物
配
達
が
実
現
す

る
で
あ
ろ
う
と
い
う
内
容
が

掲
げ
ら
れ
た
︒

　

ま
た
︑
主
な
取
り
組
み
と

し
て
︑
表
の
通
り
︑
高
速
道

路
で
の
ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行

を
早
け
れ
ば
34
年
に
商
業
化

す
る
こ
と
を
目
指
し
︑
32
年

に
高
速
道
路
（
新
東
名
高
速

「未来投資戦略2017」閣議決定
「移動革命の実現」により物流効率化へ

高
速
道
路
で
の
ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行

平
成
34
年
の
商
業
化
目
指
す全

国
平
均
「
２
・
１
件
」
に

１
万
台
当
た
り
死
亡
事
故
件
数

物流の生産性
向上により
「強い物流」を

構築

次期「総合物流施策大綱」策定に向け提言取りまとめへ

「
第
４
次
産
業
革
命
」で
課
題
解
決

表　主な取り組み（抜粋）

・高速道路でのトラック隊列走行を早ければ平成 34年に商業化することを
目指し、32年に高速道路（新東名）での後続無人での隊列走行を実
現するため、本年度中に後続車有人システム、来年度に後続車無人シ
ステムの公道実証を開始する。
・ドローンについては、来年に山間部等における荷物配送を実施し、
2020 年代には都市でも安全な荷物配送を本格化させるため、補助者を
配置しない目視外飛行や第三者上空飛行など、高度な飛行を可能とす
るための技術開発や制度的対応を進める。

国交省

早期実現が期待されるトラックの隊列走行㊤（出典＝国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合
開発機構［NEDO］）とドローンによる荷物配送㊧

28年中
車籍別

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

政  

府

8面に詳細
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2017.6.5—6.15
新規許可

貨物自動車
運送事業者数
（平成29年3月末）
全日本トラック協会調査
運
輸
局

都道
府県

平成
29年
3月

前年
同期
比

北海道 21 10

東
北

青　森 4 2
岩　手 5 1
宮　城 8 2
秋　田 5 3
山　形 2 1
福　島 9 -4
計 33 5

関
東

茨　城 7 2
栃　木 1 -2
群　馬 3 -2
埼　玉 24 14
千　葉 8 -7
東　京 11 -7
神奈川 11 2
山　梨 0 -4
計 65 -4

北
陸
信
越

新　潟 1 -2
長　野 3 0
富　山 0 -2
石　川 1 0
計 5 -4

中
部

福　井 1 0
岐　阜 3 -8
静　岡 6 -3
愛　知 9 -3
三　重 5 1
計 24 -13

近
畿

滋　賀 8 2
京　都 10 3
大　阪 20 -8
兵　庫 19 6
奈　良 2 0
和歌山 0 -3
計 59 0

中
国

鳥　取 0 0
島　根 1 0
岡　山 3 -1
広　島 3 -5
山　口 2 0
計 9 -6

四
国

徳　島 3 -1
香　川 2 -2
愛　媛 5 2
高　知 3 1
計 13 0

九
州

福　岡 14 8
佐　賀 1 1
長　崎 1 0
熊　本 1 1
大　分 0 -1
宮　崎 2 1
鹿児島 1 0
計 20 10

沖　縄 2 -2
※ 2 2
合　計 253 -2

※申請者住所が当該運輸局管
轄外の都道府県

注１）一般・特積に限る。
注２）各地方運輸局ホームペー

ジおよび都道府県トラック
協会からの情報により全
日本トラック協会が集計。

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～交通の教則・高速道路走行編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�高速道路の加速車線や減速車線、路側帯や路肩は本線車道に含まれ
ないが、登坂車線は本線車道に含まれる。（ ○・× ）

❷	�長時間高速走行をしたり、夜間に高速走行をすると速度感が鈍っ
て、スピードが落ちてくる傾向があるので注意する。（ ○・× ）

❸	�高速走行時は、路面が乾燥していてタイヤが新しい場合は、時速
100キロメートルでは約100メートル、時速80キロメートルでは約80
メートルの車間距離をとる。（ ○・× ）

❹	�強風時は、特にトンネルや切通しの出口では横風でハンドルを取ら
れやすいので注意する。（ ○・× ）

❺	�転落や飛散した荷物の除去など必要な措置をとるときには、110番
通報で警察に連絡するとともに、非常電話を利用して荷物の除去の
依頼などをする。（ ○・× ）

（解答は７面）

油断禁物!! 高速道路走行
〔第67回〕

　先日、東名高速道路において、走行中の観光バスの正面に
対向車線から飛んできた乗用車が衝突するという、信じられ
ないような事故が発生しました。ニュースの中で流された観光
バスのドライブレコーダの映像を見ると、中央分離帯を越えて
宙に舞った乗用車が、あっという間に接近して衝突した様子が
はっきりと記録されています。ご覧になった方も多いと思われ
ますが、宙に浮いた乗用車がバスに衝突するまでの時間は、カ
ウントもできないくらいのほんの一瞬であり、あれこれ回避の
方法を考えるような余裕はないことが分かります。きわめて衝
撃的な映像であり、高速走行時に想定外の不測の事態が発生
したときの怖さを、改めて感じさせられました。

●大惨事になるかどうかは紙一重
Ａさん「すごい事故だったね。あの映像を見た時、もし自分が

バスを運転していたらと思うと、ぞぉ～とするよ」
Ｂさん「あんなふうに対向車線から車が飛び込んでくるなん

て想像もしてないし、ビックリ仰天する余裕もないっ
て感じだったね」

Ａさん「あの事故で乗用車のドライバーは亡くなったけど、観
光バスの乗員や乗客については、ケガ人は多数出た
ものの死者は一人も出なかったというのは奇跡に近
いよ」

Ｂさん「バスのドライバーがとっさに左にハンドルを切って回
避しようとしたことや、乗用車がバスの上部に衝突し
たことなどが被害を軽減させたのではないかといわ
れているけど、ほんの少し回避のタイミングがずれた
り、車の衝突した位置や角度がずれていたりしたら、
軽井沢のスキーバス転落事故に匹敵するような大惨
事になった可能性もあるし、本当に紙一重だったとい
う感じがするよ」

Ａさん「それとね、もし飛んできた車が乗用車じゃなくてト
ラックだったとしたら、どうなっていただろう」

Ｂさん「そんなこと考えたくもないね」
Ａさん「でも、あり得ない話じゃないよ。あの乗用車のように

宙を飛ぶかどうかは別として、何かに衝突してその反
動で制御不能になり、中央分離帯を乗り越えてしま
うことは起こり得ることだからね」

Ｂさん「確かに、スリップしてガードレールや側壁に衝突し、
その反動で中央分離帯に衝突するという事故は決し
て少なくないし、反動が大きければ中央分離帯を乗
り越えてしまうことも十分考えられるね」

Ａさん「ともかく、あの事故は報道によれば、乗用車が何らか
の原因でガードレールに衝突したことから発生してい
る。そこで停止するのか、そのはずみで中央分離帯に
衝突するのか、それを乗り越えて対向車線側に飛び
出すのかは、その時の様々な状況にかかっている。言
えることは、いったん衝突して制御不能に陥れば、車
がどんな動きをしようとドライバーにはどうすること
もできないということなんだ」

Ｂさん「だから、当たり前のことだけど、ガードレールに衝突
しかねない不安全な運転はしないということだね」

Ａさん「走り慣れるとついつい油断が生じて、高速道路では
ちょっとしたミスでも大事故に繋がるということを忘
れさせてしまう。そこに危険な落とし穴がある」

●雨の高速、スリップに注意
Ｂさん「これから梅雨の時期に入って、雨の高速道路ではス

リップが起こりやすくなるし、ガードレールに衝突す
る危険も高まるね」

Ａさん「特にカーブではスリップしやすいから慎重な運転が
必要になるよ」

Ｂさん「それと雨で濡れた路面を高速で走行すると、ハンド
ルもブレーキも利かない『ハイドロプレーニング現
象』が起こる危険もあるね」

Ａさん「気象庁のホームページに掲載されている『雨の強さと
降り方』によると、1時間の雨量が30～50ミリになる
と、道路が川のようになり『ハイドロプレーニング現
象』が発生しやすいそうだ」

Ｂさん「そういう時には速度が規制されるだろうから、速度
標識などをよく確認して、規制速度を必ず守るように
しないとね」

POLICE

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

６
月
６
日
︑
各
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
長
宛
て
に
︑
梅

雨
期
お
よ
び
台
風
期
に
お
け

る
防
災
態
勢
の
強
化
に
関
す

る
文
書
を
発
出
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
政
府
の
﹁
中
央

防
災
会
議
﹂
が
︑
全
ト
協
な

ど
の
各
種
団
体
等
に
対
し
て

行
っ
た
要
請
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
た
も
の
︒

　

例
年
︑
梅
雨
期
お
よ
び
台

風
期
に
お
い
て
は
︑
各
地
で

局
地
的
大
雨
や
集
中
豪
雨
が

観
測
さ
れ
︑
河
川
の
急
な
増

水
・
氾は

ん
ら
ん濫

︑
内
水
氾
濫
︑
崖

崩
れ
︑
土
石
流
︑
地
滑
り
︑

高
潮
︑
竜
巻
等
に
よ
り
︑
多

数
の
人
的
被
害
お
よ
び
住
家

被
害
が
発
生
し
て
い
る
︒
特

に
昨
年
は
︑
統
計
開
始
以
降

２
番
目
に
多
い
数
の
台
風
が

日
本
に
上
陸
し
た
こ
と
等
に

よ
り
︑
全
国
各
地
で
災
害
が

発
生
し
た
︒

　

そ
の
た
め
︑
梅
雨
期
お
よ

び
台
風
期
を
迎
え
る
に
当
た

り
︑
人
命
の
保
護
を
第
一
義

と
し
︑﹁
危
険
箇
所
等
の
巡
視

・
点
検
の
徹
底
﹂﹁
河
川
管

理
施
設
を
始
め
と
す
る
施
設

管
理
等
の
強
化
﹂﹁
災
害
発

生
の
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
等

の
周
知
徹
底
﹂﹁
防
災
気
象

情
報
の
収
集
及
び
早
い
段
階

か
ら
の
危
機
意
識
の
醸
成
及

び
確
実
な
防
災
情
報
伝
達
の

徹
底
﹂
︱
︱
等
︑
防
災
態
勢

の
一
層
の
強
化
を
呼
び
か
け

て
い
る
︒

松
橋
謙
一
新
部
会
長
を
選
任

第
43
回
引
越
部
会

　

６
月
９
日
︑
第
43
回
引
越

部
会
（
鈴
木
一
末
部
会
長
）

が
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
で
開

催
さ
れ
︑
平
成
28
年
度
事
業

報
告
（
案
）︑
29
年
度
事
業

計
画
（
案
）
等
に
つ
い
て
審

議
・
承
認
し
た
︒ 

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の

改
選
で
は
︑
鈴
木
一
末
部
会

長
が
勇
退
し
顧
問
に
就
く
と

と
も
に
︑
山
登
運
輸
㈱
（
北

海
道
）
の
松
橋
謙
一
代
表
取

締
役
を
新
部
会
長
︑
日
本
通

運
㈱
（
全
国
）
の
土
田
久
男

引
越
営
業
部
長
と
大
作
輸
送

㈱
（
東
京
）
の
福
本
勝
由
代

表
取
締
役
を
新
副
部
会
長
に

選
任
し
た
︒

　

29
年
度
事
業
計
画
で
は
︑

﹁
引
越
事
業
者
優
良
認
定
制

度
の
事
業
者
へ
の
普
及
と
消

費
者
認
知
度
の
向
上
﹂
等
６

項
目
の
施
策
を
策
定
︒
報
告

事
項
で
は
︑
29
年
繁
忙
期
対

策
の
取
組
結
果
な
ど
に
関
す

る
報
告
が
行
わ
れ
た
︒

　

議
事
終
了
後
に
行
わ
れ
た

研
修
会
で
は
︑
国
土
交
通
省

自
動
車
局
の
平
井
隆
志
安
全

政
策
課
長
が
﹁
事
業
用
自
動

車
の
事
故
防
止
対
策
等
に
つ

い
て
﹂を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
︒

問
し
︑懇
談
会
を
開
催
し
た
︒

　

全
ト
協
か
ら
は
細
野
高
弘

専
務
理
事
が
出
席
し
︑
日
本

の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
産
業
に
つ

い
て
紹
介
︒
全
ト
協
が
実
施

し
て
い
る
安
全
確
保
の
た
め

の
各
種
取
り
組
み
や
果
た
し

て
い
る
役
割
︑
国
交
省
と
の

か
か
わ
り
︑
ま
た
今
後
の
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
課
題
な

ど
に
つ
い
て
︑
活
発
な
質
疑

応
答
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
︒

運
賃
指
数
・
求
車
登
録
件

数
と
も
に
高
数
値
で
推
移

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
成
約
運
賃

指
数
平
成
29
年
５
月
分

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連

合
会
は
６
月
２
日
︑
平
成
29

年
５
月
分
の
求
荷
求
車
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ

Ｉ
Ｔ
）
成
約
運
賃
指
数
を
発

表
し
た
︒

　

29
年
５
月
の
運
賃
指
数

は
︑前
月
比
１
ポ
イ
ン
ト
減
︑

前
年
同
月
比
１
ポ
イ
ン
ト
減

の
１
１
４
で
あ
り
︑
依
然
と

し
て
高
い
数
値
で
推
移
し
て

い
る
︒

　

ま
た
︑
５
月
末
現
在
の
求

車
登
録
件
数
は
８
万
８
７
２

件
で
︑
前
年
同
月
比
２
万
１

１
８
０
件
増（
35
・
５
％
増
）

と
大
幅
に
伸
び
て
お
り
︑
加

新
会
長
に
吉
野
雅
山
氏

第
53
回
通
常
総
会
・

第
13
回
全
国
大
会

　

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合

連
合
会
は
６
月
８
日
︑
鹿
児

島
県
鹿
児
島
市
で
第
53
回

﹁
通
常
総
会
﹂を
開
催
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
平
成
28
年
度

事
業
報
告
や
29
年
度
事
業
計

画
等
に
つ
い
て
審
議
し
︑
い

ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
︒

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
で
は
︑
古
屋
芳
彦
会
長
が

退
任
し
︑
吉
野
雅
山
氏
（
愛

知
県
貨
物
運
送
協
同
組
合
連

合
会
）
を
新
会
長
に
︑
西
尾

保
幸
氏
（
広
島
県
運
輸
事
業

協
同
組
合
連
合
会
）
と
御
手

洗
安
氏
（
愛
媛
県
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
協
同
組
合
）
を
新

副
会
長
に
選
任
し
た
︒

　

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
第

13
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

協
同
組
合
全
国
大
会
﹂で
は
︑

志
學
館
大
学
教
授
で
鹿
児
島

県
立
図
書
館
長
の
原
口
泉
氏

に
よ
る
講
演
や
︑
29
年
度
日

貨
協
連
表
彰
式
な
ど
が
行
わ

れ
た
︒

入
者
数
の
増
加
に
併
せ
︑
引

き
続
き
求
車
需
要
が
高
い
状

況
が
続
い
て
い
る
︒

中
国
交
通
運
輸
部
研
修
生

が
訪
問
、
懇
談
会
を
開
催

日
本
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
業

界
の
取
り
組
み
な
ど
学
ぶ

　

６
月
12
日
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
を
中
国
交
通
運
輸

部
（
日
本
の
国
土
交
通
省
に

相
当
）
の
研
修
生
６
人
が
訪

（
６
月
15
日
〜
６
月
30
日
）

▽
６
月
17
日

・
青
年
部
会
第
１
回
全
国
代
表
者

協
議
会

▽
６
月
29
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
93
回
通
常
総
会

・
第
１
７
１
回
理
事
会

第43回引越部会（６月９日、鹿児島サンロイヤル
ホテル）

バス車内事故防止についてのお願い
7月1日～7月31日まで

　平素は、バスの安全運行にご協力いただき誠にありがとうございます。
　走行中のバス車内での転倒事故等を防止するため、７月１日～ 31日
の間「バス車内事故防止キャンペーン」を実施しております。
　車の「無理な割り込み」や「急な飛び出し」などによる事故を回避す
るための急ブレーキが、車内での乗客の転倒などの事故を誘発する要因
となっております。
　皆様の優しい運転でバスの車内事故防止にご協力をお願いします。

（公社）日本バス協会からのお知らせ

記
念
品
を
交
換
す
る
細
野
高
弘
全
ト

協
専
務
理
事
㊨
と
葛
援
中
国
交
通
運

輸
部
政
策
研
究
室
処
長
㊧
︵
６
月
12

日
、
全
ト
協
︶

全国大会であいさつする星野良三全ト協会長（６
月８日、鹿児島サンロイヤルホテル）

吉野　雅山
新会長

政
府
の
要
請
受
け
　
　
　
　
　

　
　
防
災
態
勢
強
化
呼
び
か
け

梅
雨
期
・
台
風
期
に
向
け

日
貨
協
連
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　

 第139回 

労基法に違反すると企
業名が公表されるのか

︻
解
説
︼
正
確
に
は
︑
厚
労
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
上
で
事
業
場

名
が
公
表
さ
れ
る
の
は
︑﹁
労
働
基
準

関
係
法
令
違
反
で
送
検
さ
れ
た
ケ
ー

ス
﹂
と
︑﹁
違
法
残
業
等
で
都
道
府
県

労
働
局
長
の
是
正
指
導
を
受
け
︑
そ

れ
を
公
表
さ
れ
た
大
手
企
業
の
ケ
ー

ス
﹂
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
も
と

も
と
は
︑
昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
第

４
回
﹁
長
時
間
労
働
削
減
推
進
本
部
﹂

Ａ�「
違
法
残
業
で
是
正
指
導
を

受
け
た
大
手
」と「
関
係
法
令

違
反
の
送
検
事
案
」が
対
象

　
最
近
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
、
労
働
基
準
法
違
反

を
犯
し
た
事
業
場
の
名
前
が
公

表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞
き

ま
し
た
が
、
本
当
で
し
ょ
う
か
。

具
体
的
な
公
表
基
準
な
ど
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

（
本
部
長
・
塩
崎
恭
久
厚
労
大
臣
）

が
ま
と
め
た
﹁﹃
過
労
死
等
ゼ
ロ
﹄
緊

急
対
策
﹂
で
打
ち
出
さ
れ
た
方
針
に

沿
っ
た
も
の
で
す
︒
違
法
残
業
な
ど

を
な
く
し
︑
社
会
全
体
で
﹃
過
労
死

等
ゼ
ロ
﹄
を
目
指
そ
う
と
い
う
大
き

な
流
れ
の
中
で
︑
こ
の
よ
う
な
労
働

基
準
関
係
法
令
違
反
等
に
係
る
公
表

事
案
を
︑
厚
労
省
と
都
道
府
県
労
働

局
の
Ｈ
Ｐ
に
一
定
期
間
掲
載
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
た
の
で
す
︒
そ
の
後
︑

具
体
化
が
進
め
ら
れ
︑
今
年
の
３
月

30
日
付
の
労
働
基
準
局
長
通
達
で
︑

事
業
場
名
の
公
表
基
準
な
ど
が
示
さ

れ
ま
し
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ

れ
る
事
案
と
し
て
は
︑
次
の
二
つ
の
ケ

ー
ス
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
︒
ま
ず
︑

一
つ
は
違
法
残
業
関
係
で
︑
今
年
の
１

月
に
出
さ
れ
た
労
働
基
準
局
長
通
達

﹁
違
法
な
長
時
間
労
働
や
過
労
死
等

が
複
数
の
事
業
場
で
認
め
ら
れ
た
企

業
の
経
営
ト
ッ
プ
に
対
す
る
都
道
府

県
労
働
局
長
等
に
よ
る
指
導
の
実
施

及
び
企
業
名
の
公
表
に
つ
い
て
﹂（
平

成
29
年
１
月
20
日
付
基
発
０
１
２
０

第
１
号
）
に
基
づ
き
︑
都
道
府
県
労

働
局
長
が
企
業
の
経
営
ト
ッ
プ
に
対

し
て
指
導
し
︑
そ
の
旨
を
公
表
し
た

事
案
で
す
︒
こ
れ
は
︑﹁
社
会
的
な
影

響
力
の
大
き
い
大
手
で
︑
違
法
な
長

時
間
労
働
等
を
複
数
の
事
業
場
で
行

っ
た
企
業
の
本
社
に
対
し
︑
全
社
的

な
是
正
指
導
が
行
わ
れ
た
ケ
ー
ス
﹂

に
な
り
ま
す
︒
つ
ま
り
︑
第
１
段
階
の

労
働
基
準
監
督
署
長
の
是
正
指
導
に

も
か
か
わ
ら
ず
違
法
状
態
が
改
ま
ら

ず
︑
都
道
府
県
労
働
局
長
の
是
正
指

導
が
及
ん
だ
悪
質
な
場
合
で
す
︒

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
が
︑﹁
労
働
基
準

関
係
法
令
違
反
の
疑
い
で
送
検
さ
れ
︑

公
表
さ
れ
た
事
案
﹂
で
す
︒
労
働
基

準
法
を
は
じ
め
︑
労
働
安
全
衛
生
法
︑

最
低
賃
金
法
︑
労
働
者
派
遣
法
な
ど

に
違
反
し
た
ケ
ー
ス
が
対
象
で
︑
こ

ち
ら
の
方
は
送
検
事
案
と
い
う
こ
と

で
︑
特
に
企
業
規
模
な
ど
の
縛
り
は

か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
︑
要
注
意
で

す
︒

　

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
る
内
容
に
つ
い
て

は
︑①
企
業
・
事
業
場
名
︑②
所
在
地
︑

③
公
表
日
︑
④
違
反
法
条
項
︑
⑤
事

案
概
要
︑
⑥
そ
の
他
参
考
事
項
︱
︱

な
ど
で
︑
掲
載
時
期
に
つ
い
て
は
︑

都
道
府
県
労
働
局
の
場
合
は
︑﹁
送

検
事
案
又
は
局
長
指
導
事
案
を
公
表

後
︑
速
や
か
に
﹂︑
厚
労
省
の
場
合
は
︑

﹁（
都
道
府
県
労
働
局
の
）
送
検
事

案
及
び
局
長
指
導
事
案
を
と
り
ま
と

め
︑
毎
月
定
期
に
﹂︑
と
し
て
い
ま
す
︒

掲
載
期
間
は
︑
公
表
日
か
ら
約
１
年

間
で
︑
公
表
日
か
ら
１
年
が
経
過
し

た
最
初
の
月
末
か
ら
順
次
削
除
し
て

い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒た
だ
し
︑

１
年
以
内
で
も
︑
①
送
検
事
案
は
︑

掲
載
を
続
け
る
必
要
性
が
な
く
な
っ

た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
︑
②
局
長
指

導
事
案
は
︑
是
正
及
び
改
善
が
確
認

さ
れ
た
場
合
︱
︱
は
削
除
さ
れ
ま
す
︒

　

現
在
︑
厚
労
省
の
Ｈ
Ｐ
に
は
昨
年

10
月
１
日
以
降
に
公
表
さ
れ
た
も
の

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
︑
労
働
安

全
衛
生
法
お
よ
び
そ
の
関
連
規
則
違

反
︑
ま
た
賃
金
未
払
い
な
ど
の
ケ
ー

ス
が
目
立
っ
て
い
ま
す
︒

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　
﹁
運
送
事
業
だ
け
で
生
産
性
を

向
上
さ
せ
る
に
は
積
載
率
︑
実
車

率
︑
回
転
率
の
３
率
を
向
上
さ
せ

る
以
外
に
な
い
﹂
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
︒
３
率
の
向
上
は
運

送
業
の
基
本
中
の
基
本
で
も
あ
る
︒

つ
ま
り
︑
基
本
に
忠
実
で
あ
る
こ

と
が
生
産
性
の
向
上
に
繋
が
る
︒

そ
の
た
め
に
は
現
在
の
ベ
ー
ス
カ

ー
ゴ
に
︑
何
を
ど
の
よ
う
に
プ
ラ

ス
す
れ
ば
良
い
か
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
３
率
を

ど
の
よ
う
に
向
上
さ
せ
る
か
は
各

社
各
様
で
︑
具
体
的
な
方
法
は

事
業
者
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
︒

　

２
月
15
日
号
の
本
コ
ラ
ム
で

﹁﹃
積
合
せ
﹄
か
ら
﹃
組
合
せ
﹄

へ
の
転
換
﹂
に
つ
い
て
書
い
た
︒
あ

る
事
業
者
は
複
数
の
部
品
メ
ー
カ

ー
の
部
品
を
積
合
せ
て
︑
組
立
工

場
ま
で
長
距
離
輸
送
し
て
い
た
が
︑

積
合
せ
る
部
品
の
量
が
減
少
し
て

積
載
率
が
低
下
し
た
の

で
︑
積
合
せ
輸
送
か
ら

撤
退
︒
近
距
離
の
短
時

間
の
貸
切
輸
送
を
複
数

組
合
せ
る
よ
う
な
事
業

に
転
換
し
て
︑
労
働
時

間
の
短
縮
を
進
め
な
が

ら
生
産
性
を
向
上
し
た
︑

と
い
う
も
の
だ
︒

　

ま
た
︑
別
の
事
業
者

の
事
例
は
積
合
せ
の
共
同
配
送

で
積
載
率
は
高
か
っ
た
︒
そ
の

よ
う
な
な
か
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
賃
金
を
上
げ
る
た
め
に
運
賃

を
値
上
げ
し
た
︒
だ
が
︑
継
続

的
に
昇
給
し
て
い
く
に
は
︑
運

賃
を
毎
年
値
上
げ
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
︒
そ

れ
は
難
し
い
し
︑

労
働
時
間
を
短

縮
す
る
た
め
に

も
︑
共
同
配
送

か
ら
徐
々
に
撤

退
︒
近
距
離
の

貸
切
契
約
を
複

数
組
合
せ
る

﹁
時
間
的
積
合

せ
﹂
に
転
換
し

た
と
い
う
内
容

だ
っ
た
︒

　

と
こ
ろ
が
最

近
取
材
し
た
中

小
事
業
者
は
︑

共
同
配
送
に
短

時
間
貸
切
契
約

の
荷
物
を
組
合
せ
る
と
い
う
事

業
展
開
で
︑
生
産
性
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑
積
合

せ
と
貸
切
の
組
合
せ
だ
︒
こ
の

よ
う
な
事
業
構
造
に
は
段
階
的

に
転
換
し
て
き
た
︒
メ
イ
ン
の

荷
主
と
最
初
は
貸
切
契
約
だ
っ

た
︒
し
か
し
︑
同
じ
よ
う
な
納
品

先
に
届
け
る
荷
物
を
開
拓
し
︑
ロ

ッ
ト
の
ま
と
ま
っ
た
納
品
以
外
は

積
合
せ
を
前
提
と
し
た
契
約
に
変

更
︒
そ
の
後
︑
積
合
せ
可
能
な
荷

主
を
少
し
ず
つ
増
や
し
︑
共
同
配

送
網
を
構
築
し
て
い
っ
た
︒

　

納
品
先
が
同
じ
な
の
で
︑
共
配

の
荷
主
が
増
え
る
ほ
ど
１
コ
ー
ス

の
配
達
件
数
が
少
な
く
な
り
︑
所

要
時
間
が
短
縮
で
き
る
︒
そ
こ
で

共
配
が
終
了
し
た
後
に
︑
短
距
離

輸
送
の
貸
切
の
荷
物
を
組
合
せ
る

よ
う
に
し
た
︒
貸
切
契
約
の
仕
事

は
１
時
間
か
ら
１
時
間
半
程
度
で

終
了
す
る
︒
し
か
も
２
㌧
車
で
９

０
０
０
円
︑
４
㌧
車
で
１
万
円
の

運
賃
だ
︒
固
定
費
用
を
共
配
の
コ

ス
ト
に
計
上
す
れ
ば
︑
プ
ラ
ス
し

た
仕
事
は
変
動
費
だ
け
な
の
で
利

益
率
が
高
い
︒

　

こ
の
事
業
者
は
︑
賃
金
も
比
較

的
良
い
の
で
︑﹁
４
年
間
ほ
ど
従

業
員
が
辞
め
て
い
な
い
︒
こ
こ
６

年
間
は
ド
ラ
イ
バ
ー
募
集
を
し
て

い
な
い
﹂
と
い
う
︒
繁
忙
期
な
ど

は
ド
ラ
イ
バ
ー
が
﹁
仲
間
を
連
れ

て
き
て
く
れ
る
﹂
か
ら
だ
︒

　

こ
の
事
業
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
は﹁
共
同
配
送
＋
短
時
間
貸
切
﹂

と
い
え
る
︒
要
は
荷
物
の
組
合
せ

で
あ
る
︒

第
188
回

「共配＋短時間貸切」で生産性向上

時

こ
こ
ま
で
来
た

新
代

天天
然然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

₁	

は
じ
め
に

　

一
般
財
団
法
人
環
境
優
良
車

普
及
機
構（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）で
は
︑

日
本
に
お
け
る
Ｃ
Ｎ
Ｇ
ト
ラ
ッ

ク
等
の
環
境
優
良
車
の
さ
ら
な

る
普
及
の
た
め
の
情
報
収
集
と

し
て
︑
天
然
ガ
ス
自
動
車
フ
ォ

ー
ラ
ム
︹
事
務
局
（
一
社
）
日

本
ガ
ス
協
会
︺
が
２
０
１
６
年

９
月
18
日
～
26
日
に
か
け
て
開

催
し
た
﹁
天
然
ガ
ス
自
動
車
フ

ォ
ー
ラ
ム
海
外
視
察
調
査
団
﹂

（
視
察
先
：
ド
イ
ツ
︑
フ
ラ
ン

ス
︑
オ
ラ
ン
ダ
）
に
参
加
い
た

し
ま
し
た
︒

　

視
察
で
は
︑
天
然
ガ
ス
自
動

車
に
関
連
す
る
事
業
者
へ
の
訪

問
と
交
流
の
ほ
か
︑
ド
イ
ツ
の

ハ
ノ
ー
バ
ー
メ
ッ
セ
で
行
わ
れ
た

﹁
２
０
１
６
第
66
回
Ｉ
Ａ
Ａ
国

際
商
用
車
展
﹂︵
写
真
︶を
訪
れ
︑

最
新
の
環
境
優
良
車
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
︒

　

今
回
は
︑
ハ
ノ
ー
バ
ー
で
開

催
さ
れ
た
国
際
商
用
車
展
に
つ

い
て
︑
２
回
に
分
け
て
紹
介
い

た
し
ま
す
︒

₂	

﹁
２
０
１
６
第
66
回
Ｉ
Ａ
Ａ
国

際
商
用
車
展
﹂
に
つ
い
て

　

Ｉ
Ａ
Ａ
展
示
会（
シ
ョ
ー
）は
︑

Ｖ
Ｄ
Ａ
（
ド
イ
ツ
自
動
車
産
業

協
会
）
の
主
催
で
毎
年
開
催
さ

れ
て
お
り
︑
西
暦
奇
数
年
は
乗

用
車
展
と
し
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
メ
ッ
セ
を
会
場
と
し
︑
西
暦

偶
数
年
は
商
用
車
展
と
し
て
ハ

ノ
ー
バ
ー
メ
ッ
セ
を
会
場
と
し
て

い
ま
す
︒
こ
の
国
際
商
用
車
展

は
︑
世
界
の
輸
送
と
物
流
︑
モ

ビ
リ
テ
ィ
で
世
界
最
大

の
見
本
市
と
し
て
︑
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
ト
ラ
ッ
ク
︑

バ
ス
︑
ト
レ
ー
ラ
ー
・

架
装
メ
ー
カ
ー
︑
部
品

・
用
品
メ
ー
カ
ー
な
ど

幅
広
い
会
員
企
業
が
参

加
す
る
世
界
最
大
級
の

商
用
車
シ
ョ
ー
と
な
っ
て

い
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
２
０
１
６

年
９
月
22
日
～
29
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
52
か
国
の

２
０
１
３
社
が
出
展
し
︑
商
業

車
シ
ョ
ー
が
独
立
し
て
開
催
さ

れ
た
１
９
９
２
年
以
降
で
︑
最

大
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
︒

₃
今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

　

今
回
の
第
66
回
は
︑﹁Driven

by ideas

（
発
想
次
第
で
更
な

る
発
展
）﹂
が
展
示
の
メ
イ
ン
テ

ー
マ
と
し
て
行
わ
れ
︑
Ｉ
Ｔ

（Information Technology

）

を
駆
使
し
た
輸
送
︑
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
に
関
し
て
の
最
新
動
向

を
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
み
な
ら
ず
全

世
界
的
に
発
信
す
る
も
の
で
し

た
︒

　

注
目
す
べ
き
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
︑

①
コ
ネ
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ

　
（Connected Vehicle

）

②
運
転
の
自
動
化

　
（Autom

ated Driving

）

③	

代
替
燃
料
自
動
車
と
し
て
の
天

然
ガ
ス
自
動
車
、
電
気
自
動
車

（Alternative Powertrain

）

　

の
３
点
で
す
︒

①	

コ
ネ
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ︵
つ
な
が

る
自
動
車
・Connected 

Vehicle

）

　

こ
の
言
葉
は
︑﹁
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
４
・
０
﹂
や
﹁
モ
ノ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｉ
ｏ
Ｔ
）﹂
と

同
様
に
︑﹁
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
・
ト

ラ
ッ
ク
﹂
の
セ
ン
サ
ー
を
通
じ

て
︑
運
行
情
報
等
の
リ
ア
ル
タ

イ
ム
デ
ー
タ
を
収
集
︑
解
析
す

る
こ
と
に
よ
り
︑
デ
ジ
タ
ル
デ

ー
タ
化
し
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
管
理
オ
フ
ィ

ス
と
共
用
し
て
︑
休
車

時
間
を
極
小
化
し
稼

働
時
間
を
極
大
化
す
る

こ
と
や
︑
帰
路
の
空
車

等
の
無
駄
を
少
な
く
す

る
配
車
改
善
に
結
び
付

け
る
こ
と
等
に
応
用
で

き
ま
す
︒

　

次
回
は
︑
②
運
転
の

自
動
化
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
︒
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臣
は
６
日
の
閣
議
後
会
見
で
︑

﹁
今
後
罰
則
付
き
の
時
間
外

労
働
の
上
限
規
制
を
実
現
す

る
た
め
の
法
律
を
作
る
の
で
︑

可
及
的
速
や
か
に
準
備
を
し

て
い
き
た
い
﹂
と
述
べ
た
︒

　

建
議
は
︑
働
き
方
改
革
実

行
計
画
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
も

の
で
︑
罰
則
付
き
の
時
間
外

労
働
時
間
上
限
規
制
の
一
般

則
を
年
７
２
０
時
間
と
規
定

す
る
こ
と
が
適
当
と
し
︑
現

行
は
適
用
除
外
と
さ
れ
て
い

る
自
動
車
の
運
転
業
務
に
つ

い
て
も
適
用
除
外
と
し
な
い

こ
と
を
明
記
し
た
︒

　

具
体
的
に
は
︑
自
動
車
の

通
常
業
務
に
つ
い
て
は
一
般

則
の
施
行
期
日
の
５
年
後
に
︑

年
９
６
０
時
間
以
内
の
規
制

を
適
用
す
る
こ
と
と
し
︑
将

来
的
に
は
一
般
則
の
適
用
を

目
指
す
旨
の
規
定
を
設
け
る

こ
と
が
適
当
と
さ
れ
た
︒

　

ま
た
︑５
年
後
に
向
け
て
︑

荷
主
等
を
含
め
た
協
議
会
で

労
働
時
間
の
短
縮
策
を
検
討

す
る
な
ど
︑
長
時
間
労
働
是

正
の
た
め
の
環
境
整
備
を
強

力
に
推
進
す
る
こ
と
が
適
当

と
さ
れ
た
︒

	

平
成
29
年
﹁
賃
金
構
造

基
本
統
計
調
査
﹂
を
実
施

７
月
１
日
〜
31
日

　

厚
生
労
働
省
は
７
月
︑
平

成
29
年
﹁
賃
金
構
造
基
本
統

計
調
査
﹂
を
全
国
一
斉
に
実

施
す
る
︒

　

同
調
査
は
︑
運
輸
業
を
含

む
主
要
産
業
に
雇
用
さ
れ
る

労
働
者
に
つ
い
て
︑
そ
の
賃

金
の
実
態
を
︑
産
業
・
地
域

・
企
業
規
模
・
雇
用
形
態
・

就
業
形
態
・
職
種
・
性
・
年

齢
・
学
歴
・
勤
続
年
数
・
経

験
年
数
別
等
に
︑
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
る
も
の
︒

　

調
査
対
象
は
︑
一
定
の
方

法
で
抽
出
さ
れ
た
︑
５
人
以

上
の
常
用
労
働
者
を
雇
用
す

る
民
営
事
業
所
お
よ
び
10
人

以
上
の
常
用
労
働
者
を
雇
用

す
る
公
営
事
業
所
で
︑
７
月

１
日
か
ら
７
月
31
日
に
か
け

て
調
査
が
実
施
さ
れ
る
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
調
査
の
実

施
に
あ
た
り
︑
都
道
府
県
労

働
局
や
労
働
基
準
監
督
署
か

ら
の
調
査
依
頼
に
対
す
る
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

	

職
場
に
お
け
る
熱
中
症
に

よ
る
死
傷
災
害
発
生
状
況

を
公
表

平
成
28
年
分

　

厚
生
労
働
省
は
６
月
１

日
︑
平
成
28
年
の
﹁
職
場
に

お
け
る
熱
中
症
に
よ
る
死
傷

災
害
の
発
生
状
況
﹂（
確
報
）

を
取
り
ま
と
め
︑公
表
し
た
︒

　

28
年
中
の
熱
中
症
に
よ
る

職
場
で
の
死
傷
者
（
死
亡
・

休
業
４
日
以
上
）
は
４
６
２

人
で
︑
27
年
よ
り
も
２
人
少

な
く
︑
う
ち
死
亡
者
は
12
人

と
︑
前
年
よ
り
17
人
減
少
︒

近
年
の
熱
中
症
に
よ
る
死
傷

者
は
︑
猛
暑
だ
っ
た
22
年
以

降
も
毎
年
４
０
０
～
５
０
０

人
台
で
︑
高
止
ま
り
の
状
態

に
あ
る
︒

　

ま
た
︑
28
年
の
業
種
別
の

死
亡
者
を
み
る
と
︑
建
設
業

が
最
も
多
く
︑
全
体
の
約
６

割
（
７
人
）
が
建
設
業
で
発

生
︒
運
送
業
に
つ
い
て
は
︑

死
傷
者
数
67
人
︑
う
ち
死
亡

者
数
は
０
人
だ
っ
た
︒

　

一
方
︑
新
た
な
目
標
と
し

て
︑
政
府
の
交
通
安
全
基
本

計
画
で
も
目
標
と
し
て
い
る

﹁
死
傷
者
数
﹂に
つ
い
て
は
︑

次
期
プ
ラ
ン
の
目
標
と
し
て

は
設
定
し
な
い
方
向
と
な
っ

た
︒

　

こ
の
ほ
か
ト
ラ
ッ
ク
︑
バ

ス
︑
タ
ク
シ
ー
の
モ
ー
ド
ご

と
の
目
標
を
全
体
目
標
と
合

わ
せ
て
設
定
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
︑
引
き
続
き
検
討
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
︒

　

各
指
標
の
具
体
的
な
目
標

値
に
つ
い
て
は
︑
国
交
省
が

い
く
つ
か
の
考
え
方
を
示
し

た
が
︑
次
回
会
合
で
改
め
て

同
省
が
案
を
示
す
こ
と
に
な

っ
た
︒

	

車
両
動
態
管
理
シ
ス
テ
ム

車
載
器
へ
の
補
助
を
実
施

申
請
期
間
は
７
月
後
半
に

　

国
土
交
通
省
は
︑
経
済
産

業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
と

の
連
携
に
よ
り
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
に
お
け
る
省
エ
ネ
化
推

進
事
業
（
車
両
動
態
管
理
シ

ス
テ
ム
の
導
入
支
援
に
よ
る

実
証
）﹂
を
行
う
︒

　

こ
れ
は
︑
荷
主
と
の
連
携

を
要
件
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
事
業

　

国
土
交
通
省
は
６
月
８
日
︑

﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸

送
安
全
規
則
の
解
釈
及
び
運

用
に
つ
い
て
﹂
の
一
部
改
正
を

行
い
︑
７
月
１
日
に
施
行
す

る
と
発
表
し
た
︒

　

今
回
の
改
正
で
は
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
の
乗
務
の
実
態
を
把

握
す
る
こ
と
を
目
的
に
︑
休

憩
ま
た
は
睡
眠
を
し
た
場
合

の
地
点
・
日
時
等
の
記
録
を

行
う
よ
う
定
め
て
い
る
﹁
乗

務
等
の
記
録
﹂（
第
８
条
関

係
）
に
つ
い
て
︑
荷
主
の
都

合
に
よ
り
荷
待
ち
時
間
が
30

分
以
上
発
生
し
た
場
合
︑
集

貨
ま
た
は
配
達
を
行
っ
た
地

点
等
に
お
け
る
到
着
日
時
か

ら
出
発
日
時
ま
で
の
時
間
の

う
ち
︑
業
務
（
荷
積
み
・
荷

卸
し
・
附
帯
作
業
等
）
や
休

憩
に
係
る
時
間
等
に
つ
い
て

も
︑
乗
務
記
録
の
対
象
と
し

て
新
た
に
追
加
し
︑
車
両
総

重
量
８
㌧
以
上
ま
た
は
最
大

積
載
量
５
㌧
以
上
の
事
業
用

自
動
車
に
乗
務
し
た
場
合

に
︑
こ
れ
ら
の
記
録
を
義
務

付
け
る
︒

　

ま
た
︑﹁
荷
主
の
都
合
﹂

と
は
︑
事
業
者
と
し
て
の
運

　

国
土
交
通
省
は
６
月
９
日

か
ら
︑
標
準
貨
物
自
動
車
運

送
約
款
お
よ
び
標
準
貨
物
軽

自
動
車
運
送
約
款
の
一
部
を

改
正
す
る
告
示
案
等
に
関
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意

見
募
集
）
を
行
っ
て
い
る
︒

　

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に

お
け
る
適
正
な
運
賃
・
料
金

の
収
受
等
の
取
引
環
境
や
労

働
時
間
の
改
善
に
取
り
組
む

た
め
︑
国
交
省
で
は
厚
生
労

働
省
と
共
同
で
設
置
し
た

﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る

取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善

協
議
会
﹂
の
下
に
﹁
ト
ラ
ッ

と
も
に
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

に
お
け
る
書
面
化
推
進
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
﹂
お
よ
び
﹁
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る
下
請

・
荷
主
適
正
取
引
推
進
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
﹂
の
一
部
の
改
正

を
行
う
︒

　

意
見
募
集
の
期
間
は
７
月

９
日
（
日
）
ま
で
︒
意
見
募

集
の
要
領
に
つ
い
て
は
︑
電

子
政
府
の
総
合
窓
口e-Gov

（
イ
ー
ガ
ブ
）
を
参
照
の
こ

と
︒
な
お
︑
同
改
正
は
︑
７

月
頃
に
公
布
さ
れ
︑
10
月
に

施
行
予
定
︒

	

死
者
数
な
ど
目
標
に

次
期
安
全
プ
ラ
ン
で
議
論

　

国
土
交
通
省
は
５
月
31

日
︑
自
動
車
運
送
事
業
に
係

る
交
通
事
故
対
策
検
討
会
を

開
き
︑
次
期
事
業
用
自
動
車

総
合
安
全
プ
ラ
ン
の
目
標
に

つ
い
て
議
論
し
た
︒

　

前
プ
ラ
ン
で
目
標
に
設
定

し
た﹁
交
通
事
故
死
者
数
﹂︑

﹁
交
通
事
故
（
人
身
事
故
）

件
数
﹂︑﹁
飲
酒
運
転
﹂
の
３

つ
の
目
標
に
つ
い
て
︑
次
期

プ
ラ
ン
で
も
引
き
続
き
目
標

と
し
て
設
定
す
べ
き
だ
と
い

う
意
見
が
大
勢
を
占
め
た
︒

	

時
間
外
労
働
の上

限
建
議

法
案
提
出
へ
準
備

　

厚
生
労
働
大
臣
の
諮
問
機

関
で
あ
る
労
働
政
策
審
議
会

（
会
長
・
樋
口
美
雄　

慶
應

義
塾
大
学
商
学
部
教
授
）
は

６
月
５
日
︑
塩
崎
恭
久
厚
労

大
臣
に
対
し
て
︑
時
間
外
労

働
の
上
限
規
制
等
に
つ
い
て

の
建
議
を
行
っ
た
︒

　

今
年
３
月
に
決
定
し
た

﹁
働
き
方
改
革
実
行
計
画
﹂

を
踏
ま
え
︑
４
月
か
ら
同
審

議
会
の
労
働
条
件
分
科
会

（
分
科
会
長
・
荒
木
尚
志
東

京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学

研
究
科
教
授
）
で
審
議
し
て

い
た
も
の
で
︑
塩
崎
厚
労
大

者
の
車
両
動
態
管
理
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
要
す
る
経
費

（
設
備
費
）
の
一
部
を
補
助

し
︑
当
該
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
た
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

と
荷
主
と
の
共
同
に
よ
る
輸

送
の
効
率
化
を
実
証
す
る
た

め
に
行
う
も
の
︒
事
業
者
は
︑

省
エ
ネ
に
繋
が
る
連
携
メ
ニ

ュ
ー
リ
ス
ト
（
後
日
公
表
）

を
基
に
実
施
計
画
を
作
成
し

申
請
す
る
︒
次
に
車
載
器
を

導
入
し
︑
取
得
デ
ー
タ
を
基

に
輸
送
効
率
化
の
観
点
で
の

荷
主
連
携
の
提
案
を
実
施
︒

事
業
実
施
結
果
と
し
て
︑
荷

主
と
の
取
り
組
み
状
況
の
報

告
と
省
エ
ネ
効
果
の
提
出
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
（
本

事
業
実
施
に
よ
り
︑
１
％
以

上
の
省
エ
ネ
効
果
の
実
現
が

補
助
要
件
と
な
る
）︒

　

補
助
対
象
は
︑
Ｇ
Ｐ
Ｓ
位

置
情
報
の
取
得
が
で
き
︑
Ｅ

Ｍ
Ｓ
・
デ
ジ
タ
コ
機
能
を
備

え
て
い
る
車
両
動
態
管
理
シ

ス
テ
ム
の
車
載
器
︒
補
助
率

は
︑
ク
ラ
ウ
ド
型
車
載
器
＝

導
入
費
用
の
２
分
の
１
以
内
︑

メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド
型
車
載
器

＝
同
３
分
の
１
以
内
︒
申
請

期
間
は
︑
７
月
後
半
の
約
２

週
間
を
予
定
し
て
い
る
︒

　

申
請
手
続
き
の
詳
細
は
︑

６
月
下
旬
に
︑
執
行
団
体
で

あ
る
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
㈱
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
る
予
定
︒

	

親
会
社
に立

入
検
査
千
件

28
年
度
下
請
法
の

取
締
状
況

　

中
小
企
業
庁
は
６
月
１

日
︑
平
成
28
年
度
の
下
請
代

金
支
払
遅
延
等
防
止
法
（
下

請
法
）
に
基
づ
く
取
締
状
況

等
を
ま
と
め
︑
発
表
し
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
28
年
度

は
中
小
企
業
庁
と
し
て
親
・

下
請
事
業
者
に
対
す
る
書
面

調
査
を
前
年
度
よ
り
約
10
万

社
多
い
約
30
万
社
に
実
施

し
︑
そ
の
結
果
︑
違
反
の
お

そ
れ
が
あ
る
親
事
業
者
１
０

０
６
社
に
立
入
検
査
等
を
実

施
し
︑
こ
の
う
ち
９
０
０
社

に
改
善
指
導
を
行
っ
た
︒

　

違
反
は
︑
下
請
代
金
の
支

払
遅
延
︑
減
額
が
多
く
︑
合

わ
せ
て
全
体
の
約
84
％
を
占

め
た
︒
親
事
業
者
２
９
６
社

に
対
し
︑
総
額
約
２
・
３
億

円
を
下
請
事
業
者
に
返
還
す

る
よ
う
指
導
し
た
︒

　

各
都
道
府
県
合
計
48
か
所

に
設
置
さ
れ
て
い
る
﹁
下
請

か
け
こ
み
寺
﹂
で
は
︑
相
談

員
に
よ
る
相
談
受
付
６
５
８

３
件
︑
弁
護
士
に
よ
る
無
料

相
談
受
付
６
２
７
件
︑
裁
判

外
紛
争
解
決
手
続（
Ａ
Ｄ
Ｒ
）

の
調
停
申
立
21
件
を
受
理
し

た
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
下
請
法
に
係

る
講
習
会
を
３
６
６
回
開
催

し
︑
６
６
３
５
人
が
参
加
︒

11
月
の
﹁
下
請
取
引
適
正
化

推
進
月
間
﹂
に
は
31
回
の
講

習
会
を
開
催
し
︑
４
５
０
５

人
が
参
加
し
た
︒

行
計
画
ま
た
は
運
行
指
示
に

よ
ら
な
い
︑
荷
主
の
指
示
等

に
よ
る
も
の
で
︑
事
業
者
の

都
合
に
よ
り
生
じ
た
待
機
時

間
は
含
ま
な
い
も
の
と
し
た
︒

　

５
月
31
日
に
同
輸
送
安
全

規
則
が
一
部
改
正
さ
れ
︑
今

回
は
そ
の
解
釈
と
運
用
に
つ

い
て
通
達
さ
れ
た
︒

ク
運
送
業
の
適
正
運
賃
・
料

金
検
討
会
﹂
を
立
ち
上
げ
︑

適
正
な
運
賃
・
料
金
収
受
に

向
け
た
方
策
等
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
る
︒

　

検
討
会
の
中
で
︑
約
３
割

の
事
業
者
が
附
帯
業
務
料
︑

車
両
留
置
料
（
手
待
ち
時
間

料
金
）
等
が
十
分
に
収
受
で

き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
︑
十

分
な
運
賃
・
料
金
の
収
受
の

た
め
運
賃
と
料
金
の
範
囲
を

明
確
化
し
︑
運
賃
と
は
別
立

て
て
料
金
を
収
受
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
た
め
︑
標
準

約
款
の
一
部
を
改
正
す
る
と

手
待
ち
時
間
30
分
以
上
の
　

　
　
　
　
　
記
録
義
務
付
け

輸
送
安
全
規
則
一
部
改
正
に
伴
う
関
係
通
達
改
正

標
準
運
送
約
款
改
正
に
係
る
　
　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

適
正
料
金
収
受
に
向
け
て
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さ
く
ら
運
輸
㈱
は
︑
機
械

類
や
鋼
材
な
ど
の
重
量
物
運

搬
や
産
業
廃
棄
物
の
収
集
運

搬
を
行
う
ほ
か
︑
段
ボ
ー
ル

や
古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

な
ど
を
手
が
け
る
運
送
会
社

で
あ
る
︒

　

同
社
に
お
け
る
環
境
対
策

強
化
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

は
︑
平
成
12
年
に
デ
ジ
タ
ル

タ
コ
グ
ラ
フ
を
導
入
し
た
こ

と
で
あ
る
︵
写
真
①
︶︒
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
を
推
進
し
て
燃
料

使
用
量
の
削
減
に
繋
げ
る
ほ

か
︑
取
得
デ
ー
タ
を
運
行
管

理
や
労
務
管
理
に
活
用
し
た

い
と
の
思
い
か
ら
︑
同
社
で

は
大
分
県
内
の
運
送
事
業
者

で
初
め
て
デ
ジ
タ
コ
の
導
入

に
踏
み
切
っ
た
︒

　

デ
ジ
タ
コ
導
入
に
よ
り
︑

個
々
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転

実
態
が
点
数
と
し
て
目
に
見

え
る
形
で
表
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
す
る
指
導
も
よ
り

具
体
的
に
︑
説
得
力
の
あ
る

形
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
︒
指
導
内
容
に

則
し
て
︑
運
転
速
度
や
急
加

ラ
イ
バ
ー
が
デ
ジ
タ
コ
か
ら

カ
ー
ド
を
抜
き
︑
デ
ー
タ
を

打
ち
出
し
︑
走
行
距
離
や
給

油
量
な
ど
を
毎
日
﹁
燃
費
管

理
表
﹂︵
図
１
︶
に
記
録
さ

せ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自
分
の

給
油
量
を
記
録
し
︑
確
認
す

る
こ
と
で
︑
そ
の
日
の
運
転

を
振
り
返
り
︑﹁
次
の
乗
務

で
は
︑
よ
り
燃
料
使
用
量
を

抑
え
た
や
さ
し
い
運
転
を
心

が
け
よ
う
﹂
と
意
識
す
る
こ

と
が
で
き
る
︒
月
末
に
は
︑

走
行
距
離
と
給
油
量
か
ら
１

か
月
間
の
燃
費
を
計
算
し
︑

管
理
表
を
提
出
︒
月
１
回
実

施
さ
れ
る
﹁
安
全
会
議
﹂︵
写

真
②
︶
で
結
果
を
公
表
し
︑

優
秀
な
成
績
を
上
げ
た
ド
ラ

イ
バ
ー
を
表
彰
し
︑
運
転
操

作
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
表
さ
せ

て
い
る
︒
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
技

術
を
社
内
で
水
平
展
開
さ
せ

る
こ
と
で
︑
燃
費
の
底
上
げ

に
繋
げ
て
い
る
︒

　
﹁
当
初
は
︑
デ
ジ
タ
コ
を

操
作
し
た
り
︑
毎
日
給
油
量

を
記
録
す
る
の
が
面
倒
だ
と

い
う
ド
ラ
イ
バ
ー
の
声
も
あ

り
ま
し
た
︒
し
か
し
︑
根
気

強
く
指
導
し
て
き
た
結
果
︑

現
在
で
は
全
て
の
ド
ラ
イ
バ

ー
が
進
ん
で
燃
費
の
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
︒
燃
費
管
理

　

と
こ
ろ
で
︑
同
社
に
お
け

る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
中
で
︑

最
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
が

﹁
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

の
励
行
﹂
で
あ
る
︒

　

同
社
で
は
︑表
１
の
よ
う
に

﹁
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

実
施
項
目
﹂
を
定
め
︑
実
施

を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
︑

ア
イ
ド
リ
ン
グ
に
よ
る
無
駄

な
燃
料
消
費
の
削
減
を
ド
ラ

イ
バ
ー
に
促
し
て
い
る
︒

　

併
せ
て
︑
同
社
で
は
夏
場

や
冬
場
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
プ
対
策
も
進
め
て
い
る
︒

九
州
で
は
夏
は
気
温
が
高
く

な
る
た
め
︑
エ
ア
コ
ン
を
適

切
に
使
わ
な
い
と
ド
ラ
イ
バ

ー
が
熱
中
症
に
な
る
恐
れ
が

あ
る
︒
そ
の
た
め
︑
新
車
導

入
時
に
は
﹁
ア
イ
ド
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
プ
ク
ー
ラ
ー
﹂
を
標

準
装
備
し
て
い
る
︒

　

冬
の
間
は
︑
防
寒
対
策
と

し
て
寝
袋
を
支
給
し
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
に
暖
か
く
し
て
休
ん

で
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
︒

ま
た
︑
季
節
に
応
じ
た
服
装

を
励
行
し
︑
エ
ア
コ
ン
の
温

度
を
控
え
め
に
設
定
さ
せ
る

こ
と
で
︑
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

Ｏ
２
）
な
ど
の
温
室
効
果
ガ

ス
の
発
生
を
抑
制
し
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
安
全
会
議
の

中
で
毎
月
﹁
ア
イ
ド
リ
ン
グ

時
間
﹂
を
発
表
︒﹁
年
平
均

20
時
間
の
達
成
﹂
と
い
う
目

標
を
掲
げ
︑
ア
イ
ド
リ
ン
グ

時
間
の
削
減
に
向
け
て
指
導

を
強
化
し
て
い
く
︒

　

環
境
対
策
を
進
め
て
い
く

上
で
は
︑
全
て
の
社
員
が
環

境
対
策
の
重
要
性
と
具
体
的

な
取
り
組
み
方
法
を
十
分
理

解
し
︑
毎
日
根
気
よ
く
そ
れ

を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒ 　

同
社
で
は
︑
毎
年
﹁
環
境

行
動
計
画
﹂
を
策
定
し
て
い

る
︒
ま
ず
︑
現
状
に
お
け
る

環
境
へ
の
取
り
組
み
に
対
す

る
評
価
・
課
題
を
明
確
化
し

た
上
で
︑
年
間
の
目
標
を
決

定
︒
そ
し
て
︑
目
標
を
達
成

す
る
た
め
の
具
体
的
な
取
り

組
み
内
容
を
定
め
て
い
る
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
同
社
で
は
月

に
１
回
の
安
全
会
議
の
ほ
か

に
︑年
に
１
回
の﹁
安
全
大
会
﹂

が
行
わ
れ
て
い
る︵
写
真
③
︶︒

安
全
大
会
で
は
併
せ
て
﹁
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
﹂
も
行
わ

れ
る
な
ど
︑
安
全
会
議
や
安

全
大
会
な
ど
の
機
会
を
通
じ

て
︑
定
期
的
に
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
環
境
教
育
が
実
施
さ
れ

て
い
る
︒
し
か
し
︑
環
境
教

育
が
行
わ
れ
て
い
て
も
︑
毎

日
の
多
忙
な
業
務
の
中
で
環

境
へ
の
取
り
組
み
が
お
ろ
そ

か
に
な
り
が
ち
な
事
業
者
も

少
な
く
な
い
︒
つ
ま
り
︑﹁
環

境
へ
の
意
識
を
忘
れ
ず
に
︑

い
か
に
持
続
さ
せ
て
い
く
か
﹂

が
︑
環
境
対
策
の
大
き
な
カ

ギ
を
握
る
と
い
っ
て
も
よ
い

だ
ろ
う
︒

　

同
社
で
は
︑﹁
環
境
行
動

計
画
﹂
や
﹁
ア
イ
ド
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
プ
実
施
項
目
﹂︑
ま
た

﹁
車
両
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
基

準
﹂
や
始
業
点
検
や
終
業
点

検
で
チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
ポ
イ
ン

ト
な
ど
を
掲
示
板
に
貼
り
出

し
て
い
る
︵
写
真
④
︶︒
こ
れ

に
よ
り
︑
環
境
対
策
を
行
う

た
め
に
は
何
を
す
べ
き
な
の

か
︑
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た

手
順
で
行
え
ば
い
い
の
か
が

﹁
見
え
る
化
﹂
さ
れ
︑
環
境

へ
の
取
り
組
み
を
全
員
が
確

実
に
実
行
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
の
で
あ
る
︒

　

車
両
を
常
に
ベ
ス
ト
な
状

態
に
整
え
る
と
と
も
に
︑
車

両
の
不
具
合
に
起
因
す
る
環

境
悪
化
を
防
ぐ
た
め
に
策
定

表
を
自
分
で
書
か
せ
る
よ
う

に
し
た
こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
燃
費
改
善
へ
の
意
識
も

高
ま
っ
て
い
ま
す
﹂（
後
藤
社

長
）　

し
た
﹁
車
両
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
基
準
﹂
で
は
︑﹁
４
万
㌔

㍍
走
行
で
オ
イ
ル
交
換
﹂﹁
８

万
㌔
㍍
走
行
で
オ
イ
ル
エ
レ

メ
ン
ト
交
換
﹂
な
ど
と
︑
具

体
的
な
交
換
の
目
安
を
示
し

て
い
る
︵
表
２
︶︒
各
ド
ラ
イ

バ
ー
は
担
当
管
理
者
に
対
し

て
︑
交
換
の
目
安
と
な
る
距

離
数
が
近
付
い
て
き
た
時
点

で
報
告
を
行
い
︑
担
当
管
理

者
は
距
離
数
を
チ
ェ
ッ
ク
︒

作
業
実
施
距
離
数
に
達
し
て

い
れ
ば
︑
次
回
運
行
前
に
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
を
行
い
︑

異
常
の
発
生
を
防
い
で
い
る
︒

　

ま
た
︑
①
排
ガ
ス
の
汚
れ

が
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
②
燃

費
が
悪
く
な
っ
て
き
た
③
車

両
の
騒
音
が
増
し
て
き
た
④

エ
ア
コ
ン
が
利
か
な
く
な
っ
て

き
た
︱
︱
な
ど
︑
環
境
に
影

響
の
あ
る
現
象
が
発
生
し
た

場
合
に
は
︑
迅
速
確
実
に
点

検
整
備
を
行
う
た
め
の
報
告

の
ル
ー
ル
も
整
備
し
︑
明
示

化
さ
れ
て
い
る
︵
図
２
︶︒

　

運
行
管
理
者
や
代
務
者
が

立
会
い
の
も
と
で
毎
日
行
う

始
業
点
検
や
終
業
点
検
に
つ

い
て
も
︑
点
検
の
手
順
と
ポ

　

同
社
は
平
成
17
年
に
﹁
グ

リ
ー
ン
経
営
認
証
﹂を
取
得
︒

27
年
に
は
︑
長
年
に
わ
た
っ

て
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
が

認
め
ら
れ
︑﹁
グ
リ
ー
ン
経

営
認
証
永
年
登
録
表
彰
﹂
を

受
賞
し
て
い
る
︵
写
真
⑤
︶︒

ま
た
︑
大
分
～
静
岡
間
の
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
を
陸
送
か
ら
フ

ェ
リ
ー
に
切
り
替
え
る
実
証

実
験
を
行
う
な
ど
︑
環
境
負

荷
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
の
モ

ー
ダ
ル
シ
フ
ト
へ
の
取
り
組

み
も
積
極
的
に
進
め
て
お

り
︑
同
社
は
26
年
に
大
分
県

か
ら
︑
環
境
に
配
慮
し
た
事

業
活
動
を
行
う
﹁
エ
コ
お
お

い
た
推
進
事
業
所
﹂
と
し
て

登
録
さ
れ
て
い
る
︒

　
﹁
地
球
温
暖
化
は
︑
地
球

で
生
活
す
る
者
と
し
て
解
決

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重

要
な
課
題
で
す
︒
当
社
と
し

て
は
︑
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実

施
や
低
公
害
車
の
導
入
︑
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
な
ど
︑
今

後
も
様
々
な
環
境
対
策
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
︒
そ
れ
と

と
も
に
︑
他
の
運
送
会
社
に

も
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
広

げ
て
い
く
こ
と
で
︑﹃
よ
り
環

境
に
や
さ
し
い
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
﹄
に
し
て
い
け
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
さ
く
ら
運
輸

㈱　

後
藤
信
雄
代
表
取
締
役

社
長

イ
ン
ト
を
写
真
と
と
も
に
示

し
︑
全
ド
ラ
イ
バ
ー
が
高
い

水
準
で
点
検
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
︑

環
境
に
影
響
を
与
え
る
車
両

の
不
具
合
を
防
止
し
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
同
社
で
は
管
理

部
門
（
事
務
所
）
に
お
け
る

環
境
保
全
対
策
も
積
極
的
に

推
進
︒
主
に
︑
①
エ
コ
マ
ー

ク
製
品
を
優
先
的
に
購
入
②

不
必
要
な
照
明
の
消
灯
を
徹

底
③
空
調
機
器
を
適
正
温
度

減
速
に
気
を
付
け
て
走
行
す

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
燃

費
が
改
善
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
大
幅
に

上
が
っ
た
︒
ま
た
︑
普
段
か

ら
経
済
速
度
で
走
行
す
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
︑
事

故
発
生
数
が
減
少
す
る
と
い

う
副
次
的
効
果
も
得
ら
れ
て

い
る
︒

　

同
社
に
お
け
る
デ
ジ
タ
コ

活
用
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
︑

乗
務
が
終
了
し
た
際
に
は
ド

地域共生と環境保全に取り組む
トラック運送業界

　

社
会
と
共
生
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
挙
げ
て
の
環
境
対
策

の
推
進
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各
事
業
者

に
お
い
て
も
環
境
対
策
を
継
続
的
に
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
長
年
に
わ
た
り
環

境
へ
の
取
り
組
み
を
全
社
的
に
続
け
、
平

成
27
年
に
﹁
グ
リ
ー
ン
経
営
認
証
永
年
登

録
表
彰
﹂
を
受
賞
し
た
さ
く
ら
運
輸
㈱

︵
青
木
建
代
表
取
締
役
会
長
、
後
藤
信

雄
代
表
取
締
役
社
長
︶
を
訪
ね
、
同
社

に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
環
境
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
聞
い
た
。

デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
の
活
用

毎
日
の
燃
料
使
用
量
を
「
燃
費
管
理
表
」
に
記
入

燃
費
を
自
覚
さ
せ
る
こ
と
で
意
識
が
向
上

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
の
励
行

実
施
項
目
を
制
定
し
燃
料
消
費
の
無
駄
を
削
減

「
年
平
均
20
時
間
」
達
成
目
指
し
指
導
を
強
化

社
員
教
育
・
車
両
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど

全
員
で
取
り
組
む
た
め
実
施
項
目
を
「
見
え
る
化
」

適
切
な
車
両
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
不
具
合
を
防
ぐ

最
後
に地球

温
暖
化
は
解
決
す
べ
き
喫
緊
の
課
題

様
々
な
対
策
を
継
続
さ
せ
て
環
境
を
守
る

表２  さくら運輸における車両メンテナンス
タイヤ管理

タイヤ交換目標目安
大型（10トン車以上） 130,000km目標
中型（4トン車以下） 100,000km目標

タイヤローテーション 30,000kmごと

タイヤ空気圧
大型（10トン車以上） 900kpa
中型（4トン車以下） 700kpa

車両メンテナンス基準
オイル交換 40,000km

オイルエレメント交換 80,000km
グリス 30,000kmに注入
バッテリー 30,000kmごとに液量点検
タイヤ 30,000kmごとにローテーション

トランスミッション
車検入庫直前に交換（自社にて実施）
※オートマチック車はディーラーにて交換

デファレンシャル 車検入庫直前に交換（自社にて実施）

エアクリーナー
（湿式）

（回転） 15,000km もしくは 1か月に 1回（月最初の運行日の
早い方）

（交換） 120,000kmもしくは 1年以内の早い方

タイヤ空気圧測定 始業点検時実施（月 1回整備管理者がエア圧点検　
900kpa）

黒煙チェック 12,000km もしくは 1か月に 1回（月最初の運行日）
の早い方

※DPR装着車については、500,000km走行でメンテナンスを実施する
※上記管理内容については、各乗務員より距離数が近付いた時点で報告させる
※担当管理者は、報告距離数をチェックし、作業実施距離数に達していれば次回運行前に作業を実施する

表１　アイドリングストップ実施項目
○車両点検時のアイドリングストップ
○洗車時のアイドリングストップ
○休憩時のアイドリングストップ
○暖気運転の時間短縮
　（夏場は必要なし。冬場は最大 10分まで）
○荷積み荷卸し時のアイドリングストップ
○ 1分以上停車時にアイドリングストップ
　（信号・踏切・工事箇所）

会社名	 さくら運輸株式会社
代表者	 代表取締役会長　青木　建
	 代表取締役社長　後藤信雄
本社所在地	大分県佐伯市西浜2-31
設立	 昭和 46年 2月
資本金	 1,000万円
従業員数	 212人（うちドライバー56人）
車両台数	 57台

会社概要

写真① 平成12年から同社車両にデジタルタコグラフ㊨を導入

（
28
度
）
に
設
定
④
コ
ピ
ー

用
紙
な
ど
紙
の
使
用
量
削
減

に
努
め
る
⑤
使
い
捨
て
製
品

の
購
入
を
控
え
る
︱
︱
な
ど

の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

る
︒
特
に
︑
同
社
に
は
古
紙

の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
部
が
あ
る
こ
と

か
ら
︑
古
紙
や
段
ボ
ー
ル
︑

雑
誌
︑
新
聞
な
ど
は
同
事
業

部
で
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
を
行

っ
て
い
る
︒

運
送
事
業
者
に
お
け
る
環
境
へ
の
取
り
組
み
事
例

さ
く
ら
運
輸
株
式
会
社
（
大
分
県
佐
伯
市
）

「
よ
り
環
境
に
や
さ
し
い

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
」
を
目
指
し
て

長
期
に
わ
た
る
環
境
へ
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ

「
グ
リ
ー
ン
経
営
認
証
永
年
登
録
表
彰
」
を
受
賞

第２回

後藤 信雄
代表取締役社長

環境特集
2017
6月は環境月間

環境に影響のある現象が発生した場合には、
迅速確実に点検整備を実施する

環境に対して影響のある現象

点検・整備連絡シートに記入し、
整備管理者に提出

点検・整備

点検整備連絡シートの保管整備管理者

①排ガスの汚れがひどくなってきた
②燃費が悪くなってきた
③車両の騒音が増してきた
④エアコンが利かなくなってきた

発生したら

図１　1日の燃料使用量を
毎日記録する「燃費管理表」

写真③ 全ドライバーが参加して実施される「安全大会」

写真② 月に１回実施している「安全会議」

写真④ 環境対策を掲示することで実施項目を「見える化」する

図２　環境に対して影響のある現象が
発生した場合の報告のルール

⑤
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㈱
秋
田
エ
ス
エ
ス
商
運（
佐

賀
晴
樹
代
表
取
締
役
）
は
︑

関
東
・
東
海
・
関
西
地
方
へ

の
一
般
建
材
・
建
設
資
材
の

運
搬
を
中
心
に
︑
一
般
雑
貨

や
農
産
物
の
輸
送
な
ど
も
行

う
運
送
会
社
で
あ
る
︒

　

さ
て
︑
佐
賀
社
長
が
同
社

に
入
社
し
た
の
は
平
成
16
年

の
こ
と
で
あ
る
︒
同
社
は
︑

佐
賀
氏
の
父
親
に
よ
っ
て
︑

昭
和
56
年
に
創
業
さ
れ
た
︒

佐
賀
社
長
は
父
親
に
次
い
で

２
代
目
の
社
長
で
は
あ
る
が
︑

当
初
は
病
院
に
勤
務
し
︑
同

社
の
経
営
を
引
き
継
ぐ
こ
と

は
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
︒

　

佐
賀
社
長
が
入
社
し
て
最

初
に
感
じ
た
の
は
︑
毎
日
︑

仕
事
の
忙
し
さ
に
追
わ
れ
て
︑

遵
法
精
神
も
置
き
去
り
に
さ

れ
が
ち
な
現
実
だ
っ
た
と
い

う
︒

　
﹁
病
院
と
い
う
と
こ
ろ
は
︑

基
本
的
に
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
が
し
っ
か
り
と
し
て
お

り
︑
職
員
も
誠
意
を
も
っ
て

仕
事
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
し

た
︒
し
か
し
︑
当
社
で
は
ド

ラ
イ
バ
ー
の
こ
と
を
﹃
怖
い
﹄

﹃
荒
い
﹄
と
感
じ
る
よ
う
な

状
況
で
し
た
︒﹃
走
行
時
に

法
定
速
度
を
守
ら
な
い
﹄﹃
一

般
の
車
を
煽
る
な
ど
危
険
な

運
転
を
す
る
﹄﹃
法
令
遵
守
へ

の
意
識
が
薄
い
﹄
な
ど
と
い

っ
た
状
況
は
︑
一
昔
前
の
運

送
会
社
で
は
当
た
り
前
に
み

ら
れ
た
光
景
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
︑
私
に
と
っ
て
は

と
て
も
信
じ
が
た
い
も
の
で

し
た
﹂（
佐
賀
社
長
）

　

佐
賀
社
長
は
︑
こ
う
し
た

状
況
を
改
善
さ
せ
る
た
め
︑

運
送
会
社
と
し
て
あ
る
べ
き

姿
を
模
索
︒
そ
の
結
果
︑
会

社
全
体
と
し
て
﹁
安
全
﹂
を

大
事
に
す
る
こ
と
を
決
断

　

さ
て
︑
同
社
に
お
け
る
事

故
防
止
へ
の
具
体
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
︒

　

同
社
は
関
東
や
東
海
・
関

西
な
ど
へ
の
長
距
離
輸
送
が

多
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
全
員
が
一
堂
に

会
す
る
機
会
が
非
常
に
少
な

い
︒
そ
こ
で
︑
比
較
的
多
く

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
る
月
曜

日
の
朝
礼
終
了
後
︑
運
行
管

理
者
が
ド
ラ
イ
バ
ー
を
集
め

て
事
故
防
止
に
向
け
た
説
明

を
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
︒

ま
た
翌
日
も
︑
月
曜
の
朝
に

参
加
で
き
な
か
っ
た
ド
ラ
イ

バ
ー
を
対
象
に
同
じ
よ
う
に

説
明
を
行
う
︒
何
回
も
行
う

こ
と
で
︑
最
終
的
に
は
全
て

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
情
報
を
共

有
で
き
る
体
制
を
整
え
た
︒

　

こ
の
説
明
の
場
で
は
︑
直

近
で
発
生
し
た
交
通
事
故
に

つ
い
て
︑
事
故
を
惹
起
し
た

ド
ラ
イ
バ
ー
が
提
出
し
た
事

故
報
告
書
を
︑
個
人
名
が
分

か
ら
な
い
よ
う
な
形
で
回

覧
︒
そ
の
上
で
︑﹁
同
じ
よ

う
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
︑
何
に

気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
﹂
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
考

え
さ
せ
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
て
︑
特
に
﹁
法
定
速
度

し
︑
社
内
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
っ
た
︒

　
﹁
運
送
会
社
の
ド
ラ
イ
バ

ー
は
︑
荷
主
で
あ
る
お
客
様

か
ら
お
仕
事
を
い
た
だ
く
こ

と
で
︑
生
活
を
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
︒
そ
し
て
︑

地
域
住
民
か
ら
も
愛
さ
れ
る

運
送
会
社
で
あ
る
こ
と
も
大

切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
︒
お

客
様
や
地
域
住
民
に
﹃
こ
の

運
送
会
社
の
車
は
安
全
運
転

を
す
る
の
で
︑
安
心
だ
﹄
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
︑

自
社
の
経
営
継
続
に
繋
が
っ

て
く
る
の
で
す
﹂（
同
）

　

ま
ず
佐
賀
社
長
は
︑
同
社

社
員
の
行
動
指
針
と
し
て
︑

﹁
秋
田
エ
ス
エ
ス
商
運
心
得

５
原
則
﹂を
策
定
し
た︵
表
︶︒

そ
の
中
で
︑
安
全
運
転
に
関

の
遵
守
﹂
と
﹁
車
間
距
離
の

確
保
﹂
を
最
重
点
に
指
導
を

行
っ
て
い
る
︒
一
般
的
に
︑﹁
車

を
運
転
す
る
際
に
は
︑
流
れ

に
乗
っ
た
運
転
を
心
が
け
る

と
良
い
﹂
と
い
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
が
︑
乗
用
車
の
速
い

ス
ピ
ー
ド
に
合
わ
せ
る
よ
う

に
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
ス
ピ
ー

ド
を
上
げ
て
し
ま
う
と
︑
ト

ラ
ッ
ク
は
法
定
速
度
を
守
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
︒
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
法
定

速
度
を
し
っ
か
り
守
る
こ
と

で
︑
自
分
た
ち
が
車
の
流
れ

を
作
る
こ
と
が
で
き
る
︒
心

に
余
裕
の
あ
る
運
転
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
︑
悲

惨
な
事
故
を
少
な
く
す
る
こ

と
も
で
き
る
︒
さ
ら
に
は
︑

燃
費
も
改
善
さ
れ
る
と
い
う

副
次
的
効
果
も
期
待
で
き
る
︒

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
説

明
の
場
で
は
︑﹃
事
故
を
起

こ
す
な
﹄
と
強
く
言
う
の
で

は
な
く
︑﹃
事
故
を
起
こ
さ

な
い
た
め
に
は
こ
う
し
よ
う
﹄

と
提
案
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

と
こ
ろ
で
︑
事
故
が
発
生

し
た
場
合
に
は
︑
事
故
惹
起

者
と
の
面
談
が
行
わ
れ
る
︒

そ
の
際
に
も
︑
佐
賀
社
長
は

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
厳
し

い
口
調
で
責
め
立
て
る
よ
う

な
こ
と
は
し
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
︒

　
﹁
事
故
を
起
こ
し
た
ド
ラ

イ
バ
ー
は
︑
同
じ
よ
う
な
事

故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
何
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
か
を
︑
身
を

も
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
す
︒
頭
ご
な
し
に
叱
っ
て

ド
ラ
イ
バ
ー
を
委
縮
さ
せ
る

の
で
は
な
く
︑
事
故
を
経
験

し
た
こ
と
か
ら
得
ら
れ
た

﹃
気
付
き
﹄
を
大
切
に
し
︑

そ
れ
を
二
度
と
忘
れ
ず
に
安

全
運
転
に
努
め
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

佐
賀
社
長
が
そ
う
し
た
姿

勢
を
と
っ
て
い
る
の
は
︑
先
に

も
述
べ
た
よ
う
に
︑
佐
賀
社

長
が
異
業
種
か
ら
同
社
に
入

社
し
て
い
る
こ
と
も
背
景
に

あ
る
と
い
う
︒
佐
賀
社
長
は

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
経

験
が
な
い
ば
か
り
か
︑
大
型

免
許
も
取
っ
た
こ
と
が
な
い
︒

同
社
で
は
︑﹁
同
じ
ド
ラ
イ
バ

ー
の
目
線
か
ら
安
全
運
転
を

考
え
︑
指
導
を
行
っ
て
い
く

の
は
運
行
管
理
者
の
責
務
で

あ
る
﹂と
位
置
付
け
て
い
る
︒

実
際
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
し

て
み
て
も
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
未

経
験
の
社
長
か
ら
話
を
聞
く

よ
り
︑
経
験
豊
富
な
運
行
管

理
者
か
ら
指
導
し
て
も
ら
っ

た
ほ
う
が
分
か
り
や
す
く
︑

そ
し
て
た
め
に
な
る
︒
同
社

で
は
︑
社
長
は
経
営
者
と
し

て
運
送
会
社
の
あ
る
べ
き
姿

を
考
え
︑
そ
れ
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
︑
運
行
管
理
者
が

中
心
と
な
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー

を
教
育
し
て
い
く
よ
う
な
社

内
体
制
に
し
て
い
る
︒

　

一
方
︑
佐
賀
社
長
は
運
行

管
理
者
に
対
し
て
は
厳
し
く

指
導
を
行
っ
て
い
る
︒
例
え

ば
︑
運
行
管
理
者
に
対
し
て

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
や

拘
束
時
間
を
帳
票
に
記
載
し

提
出
さ
せ
る
が
︑
到
着
が
遅

れ
た
た
め
に
労
働
時
間
や
拘

束
時
間
が
長
く
な
っ
た
際
に

は
︑
そ
の
理
由
を
併
記
さ
せ

る
よ
う
に
し
て
い
る
︒
ド
ラ

イ
バ
ー
の
勤
務
状
況
を
把
握

で
き
て
い
な
い
と
︑
荷
主
に

対
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
︒
た
だ
運
行
管

理
者
に
役
割
を
丸
投
げ
す
る

の
で
は
な
く
︑
社
長
が
運
行

管
理
者
に
対
し
て
厳
正
に
対

応
す
る
こ
と
で
︑
運
行
管
理

者
は
襟
を
正
し
て
﹁
運
送
会

社
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
﹂

を
ま
ず
自
ら
が
確
実
に
行

い
︑
そ
し
て
﹁
事
故
の
な
い

運
送
会
社
を
目
指
す
た
め
に

は
︑
自
分
た
ち
が
ド
ラ
イ
バ

ー
を
指
導
し
︑
率
い
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
い

う
責
任
感
の
醸
成
に
繋
げ
て

い
る
の
で
あ
る
︒

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
具

　

さ
て
︑
同
社
で
は
労
災
事

故
防
止
も
積
極
的
に
進
め
て

い
る
︒

　

同
社
に
お
け
る
労
災
事
故

を
分
析
す
る
と
︑
ウ
イ
ン
グ

車
で
発
生
す
る
こ
と
が
比
較

的
多
い
と
い
う
︒
特
に
︑
輸

送
を
終
え
た
後
に
ド
ラ
イ
バ

ー
が
行
う
荷
台
の
整
理
・
整

頓
時
な
ど
に
労
災
事
故
が
発

生
し
や
す
い
と
い
う
︒

　

同
社
で
は
︑
先
に
挙
げ
た

朝
礼
終
了
後
の
説
明
の
中

で
︑
同
社
で
発
生
す
る
こ
と

の
多
い
労
災
事
故
に
つ
い
て
︑

実
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
解
説

し
︑﹁
労
災
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
は
何
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
﹂
を
全
て
の
ド
ラ

イ
バ
ー
に
説
明
し
て
い
る
︒

こ
う
し
た
労
災
事
故
は
ド
ラ

イ
バ
ー
の
不
注
意
に
よ
る
も

の
が
多
い
こ
と
か
ら
︑
事
例

を
挙
げ
て
説
明
す
る
こ
と
で

ド
ラ
イ
バ
ー
の
作
業
中
の
注

意
を
促
し
て
い
る
︒

　
﹁
労
災
事
故
防
止
に
関
し

て
は
︑ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て

﹃
会
社
の
た
め
で
は
な
く
︑

自
分
た
ち
の
生
活
を
守
る
た

め
﹄
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

て
い
ま
す
︒
労
災
事
故
に
よ

る
ケ
ガ
で
仕
事
を
休
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
︑
い
つ

も
通
り
働
け
な
く
な
る
こ
と

で
︑
給
与
も
普
段
通
り
に
は

も
ら
え
な
く
な
り
ま
す
︒﹃
会

社
の
た
め
に
﹄と
な
る
と
︑﹃
い

ざ
と
い
う
時
に
は
会
社
が
面

倒
を
見
て
く
れ
る
だ
ろ
う
﹄

と
い
う
ド
ラ
イ
バ
ー
の
甘
え

に
も
繋
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
︒

そ
う
し
た
心
の
甘
え
が
労
災

事
故
の
引
き
金
に
も
な
り
ま

す
︒
そ
う
で
は
な
く
︑﹃
労

災
事
故
が
自
分
や
家
族
の
生

活
に
直
結
す
る
﹄
と
意
識
さ

せ
る
こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

は
労
災
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
常
日
頃
か
ら
細
心
の

注
意
を
払
う
よ
う
に
な
る
︒

み
ん
な
が
そ
う
す
る
こ
と
で
︑

会
社
の
経
営
が
継
続
で
き
︑

最
終
的
に
は
自
分
や
家
族
の

生
活
が
守
ら
れ
て
い
く
の
で

す
﹂（
同
）

　

ち
な
み
に
︑
こ
れ
ま
で
述

べ
た
通
り
︑
同
社
に
お
け
る

事
故
防
止
教
育
の
中
心
と
な

っ
て
い
る
の
は
﹁
自
社
に
お
け

る
事
故
事
例
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
︑

全
て
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し

て
い
ち
早
く
水
平
展
開
さ
せ

る
こ
と
で
︑
同
じ
よ
う
な
事

故
を
防
ぐ
﹂
こ
と
で
あ
る
︒

外
部
施
設
で
の
研
修
な
ど

は
︑
同
社
で
は
現
在
行
っ
て

い
な
い
︒
ま
た
︑
毎
週
の
朝

礼
終
了
後
の
説
明
の
際
に

　

と
こ
ろ
で
︑
東
京
な
ど
大

都
市
へ
の
人
口
集
中
が
進
む

一
方
で
︑
地
方
で
は
過
疎
化

の
進
行
が
著
し
い
︒
秋
田
県

で
は
︑
昭
和
31
年
の
約
１
３

５
万
人
を
ピ
ー
ク
に
人
口
が

減
少
基
調
と
な
り
︑
今
年
４

月
１
日
現
在
で
は
戦
後
初
め

て
１
０
０
万
人
を
割
り
込
ん

だ
︒
県
の
人
口
減
少
率
は
マ

イ
ナ
ス
１
・
30
％
（
平
成
28

年
︑
総
務
省
ま
と
め
）
で
︑

４
年
連
続
で
全
国
ワ
ー
ス
ト

１
と
な
っ
た
︒
こ
う
し
た
こ

と
も
あ
り
︑
県
内
の
運
送
事

業
者
は
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に

苦
し
ん
で
い
る
︒

　

同
社
で
も
︑
か
つ
て
は
ド

ラ
イ
バ
ー
経
験
者
の
採
用
が

中
心
だ
っ
た
が
︑
近
年
は
ド

ラ
イ
バ
ー
未
経
験
者
の
採
用

に
舵
を
切
っ
て
い
る
︒
昨
年

に
は
︑
求
職
者
を
は
じ
め
一

般
へ
の
発
信
力
を
強
化
し
た

い
と
の
思
い
か
ら
︑
自
社
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
︒

　

そ
れ
と
と
も
に
︑
同
社
で

は
ド
ラ
イ
バ
ー
未
経
験
者
へ

の
安
全
教
育
に
も
力
を
注
い

で
い
る
︒
採
用
さ
れ
た
未
経

験
者
は
︑ま
ず
１
～
２
日
間
︑

運
行
管
理
者
に
よ
る
勉
強
会

に
参
加
し
︑
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ

ー
と
し
て
の
心
得
を
学
ぶ
︒

同
社
で
は
﹁
大
型
免
許
取
得

支
援
制
度
﹂
が
用
意
さ
れ
て

お
り
︑
大
型
免
許
未
取
得
者

に
対
し
て
免
許
取
得
費
用
の

一
部
を
補
助
し
て
い
る
︒
そ

　

佐
賀
社
長
が
入
社
し
た
当

時
は
﹁
安
全
へ
の
仕
組
み
づ

く
り
﹂
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
同
社
︒
し
か

し
︑﹁
心
得
５
原
則
﹂
の
策

定
を
皮
切
り
に
︑
運
送
会
社

と
し
て
の
安
全
体
制
強
化
を

着
々
と
進
め
︑
現
在
で
は
交

通
事
故
は
大
き
く
減
少
し
た

と
い
う
︒
特
に
︑﹁
法
定
速

度
の
遵
守
﹂
と
﹁
車
間
距
離

の
確
保
﹂
へ
の
指
導
を
強
化

し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
︑
追

突
事
故
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な

っ
た
そ
う
だ
︒

　

一
方
で
︑
目
下
の
課
題
と

し
て
は
﹁
荷
物
事
故
を
い
か

に
減
ら
し
て
い
く
か
﹂
と
い

も
︑
事
故
報
告
書
の
回
覧
は

行
う
も
の
の
︑
説
明
の
た
め

に
新
た
な
書
類
や
掲
示
物
を

作
る
こ
と
も
し
て
い
な
い
︒

　
﹁
毎
年
決
ま
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
同
じ
よ
う
な
こ
と
ば

か
り
や
っ
て
い
て
は
︑
ど
う

し
て
も
マ
ン
ネ
リ
に
繋
が
っ
て

し
ま
い
ま
す
︒
ま
た
︑
書
類

や
掲
示
物
の
作
成
に
は
時
間

が
か
か
る
た
め
︑
速
報
性
に

欠
け
る
と
い
う
点
も
あ
り
ま

す
︒
毎
週
１
回
時
間
を
決
め

て
︑
そ
の
時
々
で
注
意
す
べ

き
こ
と
を
︑
事
例
な
ど
も
盛

り
込
み
な
が
ら
タ
イ
ム
リ
ー

に
ド
ラ
イ
バ
ー
に
伝
え
る
︒

そ
う
す
る
こ
と
で
︑
自
分
た

ち
の
周
り
で
は
﹃
今
ど
う
い

う
事
故
が
多
く
起
こ
っ
て
い

る
の
か
﹄
が
分
か
り
ま
す
︒

ま
た
︑
受
け
身
の
学
習
で
は

な
く
︑﹃
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
何

に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
﹄
を
ド
ラ
イ
バ
ー

に
能
動
的
に
考
え
さ
せ
る
き

っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

の
た
め
︑
午
前
中
に
自
動
車

学
校
で
大
型
免
許
取
得
に
向

け
て
受
講
を
し
︑
午
後
か
ら

は
会
社
で
指
導
を
受
け
る
と

い
う
未
経
験
者
も
い
る
と
い

う
︒

　

大
型
免
許
既
取
得
者
は
勉

強
会
終
了
後
に
︑
ま
た
未
取

得
者
は
大
型
免
許
を
取
得
す

る
と
研
修
期
間
に
入
り
︑
見

習
い
と
し
て
先
輩
ド
ラ
イ
バ

ー
に
よ
る
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指

導
を
受
け
る
︒
こ
こ
で
は
︑

注
文
書
や
発
注
書
の
書
き
方

な
ど
と
い
っ
た
同
社
の
ド
ラ

イ
バ
ー
と
し
て
必
要
不
可
欠

な
事
柄
か
ら
︑
運
転
中
や
荷

役
作
業
中
の
注
意
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
指
導
︒
２
週
間
か
ら

１
か
月
ほ
ど
で
一
人
立
ち
し

て
い
る
と
い
う
︒

　
﹁﹃
未
経
験
者
は
事
故
を
起

こ
し
や
す
い
﹄
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
︑
ま
だ
運
転
に

不
慣
れ
で
︑
慎
重
に
運
転
操

作
を
行
う
た
め
︑
当
社
で
は

乗
務
を
始
め
て
す
ぐ
に
事
故

を
起
こ
す
と
い
う
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
︒
逆
に
︑

大
型
車
の
運
転
に
慣
れ
て
き

て
か
ら
の
ほ
う
が
事
故
が
多

く
発
生
す
る
傾
向
が
み
ら
れ

る
た
め
︑
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー

に
は
﹃
慢
心
せ
ず
に
︑
油
断

せ
ず
に
運
転
を
行
う
こ
と
の

重
要
性
﹄を
説
い
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
い

う
︒
荷
物
事
故
は
︑
主
に
ド

ラ
イ
バ
ー
の
荷
扱
い
が
原
因

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑

﹁
お
客
様
か
ら
依
頼
さ
れ
た

荷
物
を
い
か
に
大
事
に
運
ぶ

か
﹂
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
一
層

意
識
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
し
て
い
る
︒

　

最
後
に
︑
事
故
撲
滅
に
向

け
た
決
意
を
佐
賀
社
長
に
聞

い
た
︒

　
﹁
入
社
か
ら
こ
れ
ま
で
の

間
︑
ふ
ら
つ
い
て
い
た
組
織

を
固
め
︑
よ
う
や
く
地
に
足

の
着
い
た
企
業
に
な
る
こ
と

が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
︒

今
後
は
︑
地
域
社
会
に
お
け

し
て
は
﹁
心
得
そ
の
３
﹂
と

し
て
︑﹁
私
達
は
︑
安
全
運

転
を
絶
対
に
励
行
し
︑
他
人

に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に

し
ま
す
︒﹂
と
定
め
︑
荷
主

や
地
域
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ

る
よ
う
な
運
送
会
社
を
目
指

す
方
向
を
明
確
に
し
た
︒

　

毎
日
の
朝
礼
時
に
は
︑
ラ

ジ
オ
体
操
な
ど
で
体
を
ほ
ぐ

し
た
後
に
︑
運
行
管
理
者
が

ド
ラ
イ
バ
ー
を
指
名
︒
そ
の

ド
ラ
イ
バ
ー
が
心
得
５
原
則

を
暗
唱
す
る
の
に
続
い
て
︑

全
員
で
復
唱
さ
せ
て
い
る
︒

心
得
５
原
則
を
毎
日
復
唱
す

る
こ
と
で
︑
同
社
の
ド
ラ
イ

バ
ー
と
し
て
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
行
動
指
針
を
定
着

化
さ
せ
︑
日
頃
の
業
務
に
活

か
す
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
社
で
は
そ
れ
ま

で
こ
う
し
た
朝
礼
の
場
は
な

か
っ
た
が
︑
佐
賀
社
長
が
入

社
後
３
年
ほ
ど
経
っ
て
か
ら

朝
礼
を
実
施
す
る
よ
う
に
し

た
︒朝
礼
を
始
め
た
当
初
は
︑

﹁
朝
早
く
か
ら
集
ま
っ
て
朝

礼
に
参
加
す
る
の
は
面
倒

だ
﹂
と
考
え
る
ド
ラ
イ
バ
ー

も
少
な
く
な
か
っ
た
が
︑
佐

賀
社
長
が
率
先
し
て
行
う
よ

う
に
し
た
こ
と
で
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
も
﹁
や
ら
ざ
る
を
得
な

い
﹂
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ

て
い
っ
た
の
だ
と
い
う
︒
今
で

は
︑
心
得
５
原
則
を
完
全
に

暗
記
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
も
少

な
く
な
い
︒

体
的
な
指
示
を
出
す
の
は
運

行
管
理
者
で
あ
り
︑
一
人
前

の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
活
躍

し
て
も
ら
う
た
め
に
は
︑
運

行
管
理
者
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
て
適
切
に
教
育
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒
事
故

が
発
生
し
た
際
に
は
︑
私
は

事
故
惹
起
者
に
対
し
て
は
怒

り
ま
せ
ん
が
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

を
教
育
す
る
立
場
の
運
行
管

理
者
に
対
し
て
は
﹃
指
導
教

育
が
行
き
届
い
て
い
な
い
﹄

と
い
う
こ
と
で
厳
し
く
叱
り

ま
す
︒
そ
れ
は
事
故
惹
起
者

に
対
し
て
も
間
接
的
に
伝
わ

っ
て
い
る
よ
う
で
︑
直
接
指

導
し
な
く
て
も
事
故
惹
起
者

の
気
の
引
き
締
め
に
繋
が
っ

て
い
る
よ
う
で
す
﹂（
同
）

る
自
社
の
あ
り
方
も
含
め
︑

こ
れ
か
ら
自
社
が
ど
う
あ
る

べ
き
な
の
か
︑
礎
を
し
っ
か

り
と
築
い
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
︒
お
客
様
や
地

域
の
皆
様
か
ら
︑﹃
こ
の
会
社

は
事
故
が
多
い
﹄
と
い
わ
れ

な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
︒
そ
の
た
め

に
は
︑
何
よ
り
も
ま
ず
日
頃

か
ら
の
交
通
安
全
へ
の
取
り

組
み
を
着
実
に
行
い
︑
お
客

様
や
地
域
の
皆
様
に
評
価
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
会
社

に
変
わ
る
こ
と
が
必
要
で
す
︒

事
故
防
止
へ
の
取
り
組
み
を

追
求
し
︑
交
通
事
故
を
撲
滅

さ
せ
︑
皆
様
に
﹃
安
心
﹄
を

提
供
し
て
い
く
こ
と
で
︑
私

た
ち
運
送
会
社
は
存
続
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
︒
さ

ら
に
は
︑
全
て
の
運
送
事
業

者
が
事
故
防
止
を
進
め
て
い

く
こ
と
で
︑
業
界
の
イ
メ
ー

ジ
も
よ
り
高
ま
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
﹂（
同
）

︵
取
材
協
力
︶
㈱
秋
田
エ
ス

エ
ス
商
運　

佐
賀
晴
樹
代
表

取
締
役

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
各
企
業
で
の
優
良
な
交
通
事
故
防
止
対
策
の
様

子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒

　

今
回
は
社
内
環
境
の
改
善
と
と
も
に
安
全
へ
の
仕

組
み
づ
く
り
を
構
築
し
︑
交
通
事
故
・
労
働
災
害
事

故
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
︑
秋
田
県
秋
田
市
の

㈱
秋
田
エ
ス
エ
ス
商
運
を
紹
介
し
ま
す
︒

運
送
会
社
と
し
て
の
理
想
を
目
指
す
た
め
に

﹁
心
得
５
原
則
﹂
策
定
し
日
々
の
業
務
に
活
か
す

ド
ラ
イ
バ
ー
と
同
じ
目
線
で
安
全
指
導

運
行
管
理
者
が
社
員
教
育
の
キ
ー
マ
ン
に

直
近
の
事
故
動
向
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
説
明

考
え
る
契
機
と
な
る
週
１
回
の
安
全
指
導

未
経
験
者
へ
の
事
故
防
止
教
育
に
も
注
力

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
で
次
世
代
に
安
全
を
繋
ぐ

事
故
の
な
い﹁
安
心
﹂
の
追
求
が

業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
資
す
る

佐賀 晴樹
代表取締役

表　秋田エスエス商運　心得5原則
＜心得その1＞
私達は、礼儀を正しくし、礼儀を重んじ、明るい気持ちで仕事をします。
＜心得その2＞
私達は、お客様の製品を大切にし、責任ある輸送を心掛けます。
＜心得その3＞
私達は、安全運転を絶対に励行し、他人に迷惑を掛けないようにします。
＜心得その4＞
私達は、お客様のあらゆる輸送ニーズにお応えするため、多種多様な積
荷の輸送に対応します。
＜心得その5＞
私達は、お客様に満足して頂ける輸送を目指し、日々スキルアップに努
めています。

株
式
会
社
秋
田
エ
ス
エ
ス
商
運
（
秋
田
県
秋
田
市
）

第
10
回

運送会社に強く求められる「安心感」
事故防止に磨きをかけて高い信頼を勝ち取る

交通事故・労災事故を未然に防ぐため、特にドライバー未経験者への教育に力を入れて
いる

同社は関東・東海・関西などへの一般建材・建設資材輸送を中心に手がけている

毎週月曜日の朝にドライバーを集め、事故事例を使った安全指導を行っている

企業プロフィール
■ 社　　　名	 ㈱秋田エスエス商運
■ 本社所在地	 秋田県秋田市仁井田目長田3-5-2
■ 代　表　者	 代表取締役　佐賀　晴樹
■ 設　　　立	 昭和56年10月
■ 資　本　金	 1,240万円
■ 社　員　数	 66人（うちドライバー55人）
■ 車　両　数	 61台
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㈱
タ
イ
ヨ
ー
運
送
は
︑
先

代
社
長
の
中
川
定
雄
氏
に
よ

っ
て
昭
和
38
年
に
創
業
さ
れ

た
︒
同
社
は
特
定
の
荷
主
と

数
十
年
来
の
安
定
し
た
取
引

関
係
が
続
い
て
お
り
︑
ま
た

運
送
事
業
だ
け
で
な
く
倉
庫

業
・
不
動
産
業
も
行
っ
て
い

る
た
め
︑
同
社
で
は
経
営
者

の
目
が
行
き
届
か
ず
︑
運
送

業
界
の
新
し
い
制
度
等
︑
時

代
の
変
化
に
合
わ
せ
適
応
し

て
い
く
経
営
努
力
が
不
足
し

て
い
た
︒

　

現
社
長
で
あ
る
白
井
博
巳

氏
は
︑
大
学
卒
業
後
︑
都
市

銀
行
で
15
年
あ
ま
り
勤
務

し
︑
営
業
マ
ン
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
︒
白
井
氏
は
先
代

社
長
の
娘
と
結
婚
し
た
が
︑

結
婚
当
初
は
同
社
に
入
社
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ

た
︒
し
か
し
︑
先
代
社
長
が

高
齢
に
な
り
︑
先
代
社
長
の

娘
で
あ
る
妻
が
同
社
の
事
業

を
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
も
の

の
︑
長
期
間
停
滞
状
態
で
あ

　

さ
て
︑
同
事
業
の
概
要
に

つ
い
て
は
７
面
に
記
載
の
通

り
で
あ
る
︒
同
社
で
は
︑﹁
総

合
的
な
経
営
診
断
（
ス
テ
ッ

プ
１
）﹂﹁
経
営
改
善
相
談（
ス

テ
ッ
プ
２
）﹂
の
両
方
を
申
し

込
み
申
請
し
た
︒

　
﹁﹃
ス
テ
ッ
プ
１
﹄
で
は
︑

資
料
に
よ
る
事
前
調
査
と
現

地
調
査
に
よ
る
診
断
結
果
が

﹃
標
準
経
営
診
断
書
﹄
と
し

て
発
行
さ
れ
ま
す
が
︑
専
門

家
か
ら
直
接
助
言
を
伺
っ
た

方
が
よ
り
分
か
り
や
す
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
︑
当
社

で
は
﹃
ス
テ
ッ
プ
２
﹄
も
併

せ
て
申
し
込
み
ま
し
た
﹂（
同
）

　
﹁
ス
テ
ッ
プ
１
﹂
の
受
診
に

際
し
て
は
︑
ま
ず
担
当
診
断

士
が
受
診
事
業
者
の
現
状
を

把
握
す
る
た
め
の
﹁
事
前
調

査
票
﹂﹁
自
己
診
断
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
﹂
を
記
入
し
︑
診
断

士
に
提
出
す
る
必
要
が
あ

る
︒
受
診
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

事
業
者
に
よ
っ
て
多
少
の
差

異
は
あ
る
も
の
の
︑
同
社
の

場
合
は
資
料
提
出
後
１
週
間

ほ
ど
で
担
当
診
断
士
か
ら
連

絡
が
あ
り
︑
日
程
調
整
を
行

っ
た
上
で
︑
資
料
提
出
後
１

か
月
ほ
ど
で
現
地
調
査
が
行

っ
た
同
社
の
経
営
立
て
直
し

を
妻
一
人
で
成
し
遂
げ
る
に

は
負
担
が
大
き
か
っ
た
︒

　

白
井
氏
は
そ
れ
を
機
に
同

社
と
の
関
わ
り
方
を
考
え
直

し
︑
同
社
の
経
営
立
て
直
し

に
直
接
関
わ
っ
て
い
く
こ
と

を
決
断
︒
平
成
18
年
８
月
に

同
社
に
入
社
︑
23
年
に
社
長

に
就
任
し
︑
経
営
改
善
を
本

格
的
に
進
め
た
︒

　

白
井
社
長
は
同
社
の
経
営

立
て
直
し
に
際
し
て
︑
荷
主

わ
れ
た
と
い
う
︒

　

現
地
調
査
は
半
日
ほ
ど
か

け
て
行
わ
れ
︑
資
料
を
基
に

経
営
者
と
担
当
診
断
士
が
面

談
す
る
︒

　
﹁
担
当
診
断
士
は
物
腰
の

柔
ら
か
い
方
で
︑﹃
一
緒
に
問

題
点
を
探
し
て
解
決
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
﹄
と
い
う
ス
タ

ン
ス
で
接
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
︒
当
社
の
現
状
や
経
営

面
で
の
悩
み
を
し
っ
か
り
と

　

希
望
す
る
事
業
者
に
対
し

て
実
施
さ
れ
る
﹁
ス
テ
ッ
プ

２
﹂
で
は
︑﹁
ス
テ
ッ
プ
１
﹂

で
発
行
さ
れ
た
﹁
標
準
経
営

診
断
書
﹂
を
ベ
ー
ス
に
︑
専

門
家
に
よ
る
具
体
的
な
経
営

相
談
や
助
言
が
行
わ
れ
る
︒

　

な
お
︑
同
社
の
場
合
は
︑

﹁
ス
テ
ッ
プ
１
﹂
で
発
行
さ

れ
た
﹁
標
準
経
営
診
断
書
﹂

を
担
当
診
断
士
が
同
社
に
持

参
し
︑
診
断
書
の
内
容
説
明

と
合
わ
せ
て
﹁
ス
テ
ッ
プ
２
﹂

の
経
営
相
談
が
実
施
さ
れ
て

い
る
︒

開
拓
を
優
先
し
て
売
上
を
拡

大
さ
せ
る
と
と
も
に
︑
コ
ス

ト
の
削
減
を
進
め
︑﹁
安
定

的
に
利
益
を
出
す
こ
と
の
で

き
る
会
社
に
し
て
い
こ
う
﹂

と
考
え
︑
様
々
な
施
策
を
推

進
し
た
︒
一
方
で
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
安
全
教
育
が
遅
れ
た

こ
と
も
あ
り
︑
そ
れ
ま
で
は

無
か
っ
た
事
故
が
多
く
発

生
︒
ま
た
︑
労
働
環
境
の
整

備
も
進
ま
ず
︑
経
営
者
に
と

っ
て
は
苦
し
い
状
況
が
続
い

た
︒
こ
の
当
時
は
︑
な
ん
と

か
会
社
を
経
営
し
て
い
け
る

だ
け
の
売
上
は
あ
っ
た
も
の

の
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
安
全

教
育
や
労
働
環
境
整
備
な
ど

へ
の
適
切
な
投
資
を
行
う
こ

と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
︒

し
か
し
︑
こ
う
し
た
厳
し
い

現
状
に
直
面
し
︑
白
井
社
長

は
﹁
自
社
を
︑
従
業
員
が
安

心
し
て
仕
事
を
続
け
ら
れ
る

よ
う
な
会
社
に
改
善
し
て
い

聞
い
て
い
た
だ
き
︑
安
心
感

を
抱
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
﹂

（
同
）

　

事
前
調
査
と
現
地
調
査
が

終
わ
る
と
︑
担
当
診
断
士
に

よ
っ
て﹁
標
準
経
営
診
断
書
﹂

が
ま
と
め
ら
れ
︑
受
診
事
業

者
に
送
付
さ
れ
る
︒

　
﹁
ス
テ
ッ
プ
１
﹂
を
受
診
す

る
こ
と
で
会
社
の
問
題
点
が

見
え
る
と
と
も
に
︑
担
当
診

断
士
か
ら
の
改
善
提
案
に
よ

っ
て
︑
自
社
の
経
営
改
善
に

向
け
た
足
が
か
り
を
つ
か
む

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
︒

　

同
社
で
は
︑
担
当
診
断
士

か
ら
主
に
次
の
よ
う
な
こ
と

が
指
摘
さ
れ
た
︒

①	

次
世
代
の
同
社
の
経
営
を

担
う
人
材
の
育
成
の
必
要

性

　

白
井
社
長
は
︑
自
社
の
経

営
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
︑
運

行
管
理
や
配
車
を
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
て
い
た
︒ま
た
︑﹁
ド

ラ
イ
バ
ー
が
手
配
で
き
ず
に
︑

仕
事
を
断
っ
て
し
ま
う
こ
と

を
好
ま
な
い
﹂
性
格
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
︑
同
社
入
社
後

に
大
型
免
許
を
取
得
︒
万
一

の
場
合
に
は
︑
自
ら
ト
ラ
ッ

ク
を
運
転
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
︒
し
か
し
︑
担
当
診
断
士

か
ら
は
︑﹁
売
上
が
伸
び
悩

む
中
︑
荷
主
か
ら
の
信
頼
を

獲
得
し
売
上
を
伸
ば
し
た
実

績
は
素
晴
ら
し
い
が
︑
社
長

自
身
が
業
務
で
手
い
っ
ぱ
い

の
状
況
で
あ
る
︒
し
た
が
っ

て
︑
経
営
計
画
や
方
針
な
ど

を
考
え
る
時
間
が
な
い
︒
仕

事
の
割
り
振
り
や
社
長
の
補

完
者
と
な
る
よ
う
な
人
材
の

育
成
が
急
務
﹂
と
指
摘
さ
れ

た
︒

②	

月
次
決
算
の
作
成
に
よ

る
、
正
し
い
利
益
の
把
握

　

先
に
述
べ
た
通
り
︑
白
井

社
長
は
都
市
銀
行
出
身
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
業
況
を
つ

か
む
能
力
に
長
け
て
お
り
︑

月
次
決
算
が
で
き
て
い
な
く

て
も
︑
こ
れ
ま
で
の
同
社
の

経
営
で
は
深
刻
な
問
題
は
な

か
っ
た
︒
し
か
し
︑
担
当
診

断
士
か
ら
は
︑﹁
正
し
い
月

次
決
算
を
作
成
し
︑
正
し
い

利
益
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
︑
社
長
の
意
思
決
定

能
力
が
さ
ら
に
活
か
さ
れ
︑

業
績
の
向
上
や
能
率
化
が
見

込
ま
れ
る
﹂
と
指
摘
︒﹁
税

理
士
の
協
力
を
仰
ぎ
︑
ま
ず

は
月
次
決
算
の
作
成
を
構
築

し
︑
さ
ら
に
﹃
短
期
経
営
計

く
﹂
必
要
性
を
強
く
感
じ
た

と
い
う
︒

　

そ
う
し
た
中
︑
白
井
社
長

は
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
に
封

入
さ
れ
て
い
た
同
事
業
の
チ

ラ
シ
を
目
に
し
た
︒﹁
経
営

診
断
・
経
営
相
談
を
受
診
す

る
こ
と
で
︑
運
送
事
業
者
の

本
来
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
る

た
め
の
い
い
き
っ
か
け
に
な
る

の
で
は
な
い
か
﹂
と
白
井
社

長
は
考
え
︑
28
年
度
の
受
診

を
申
請
す
る
こ
と
に
し
た
︒

　
﹁
私
は
当
社
に
入
社
す
る

ま
で
運
送
業
の
経
験
が
な

く
︑
社
長
に
就
任
し
て
か
ら

も
手
探
り
状
態
で
の
経
営
が

続
い
て
い
ま
し
た
︒﹃
当
社
の

現
状
を
専
門
家
に
見
て
い
た

だ
く
こ
と
で
︑
経
営
を
よ
り

良
く
す
る
た
め
に
何
か
ら
手

を
付
け
れ
ば
い
い
の
か
が
分

か
る
の
で
は
な
い
か
﹄
と
考

え
︑
受
診
を
決
め
ま
し
た
﹂

（
白
井
社
長
）

画
﹄
を
作
成
し
て
︑
予
算
に

基
づ
く
経
営
に
移
行
さ
せ
る

こ
と
で
︑
将
来
を
見
通
せ
る

筋
肉
質
の
経
営
体
質
と
す

る
﹂
こ
と
の
重
要
性
を
説
い

て
い
る
︒

③	

従
業
員
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や

事
故
防
止
教
育
の
充
実
化

　

同
社
に
お
け
る
過
去
の
事

故
や
労
使
問
題
な
ど
の
教
訓

が
︑
充
分
活
か
さ
れ
て
い
な

い
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
か
ら
︑

　

一
旦
立
ち
止
ま
っ
て
自
社

を
見
つ
め
直
す
た
め
の
機
会

と
し
て
︑
多
く
の
運
送
事
業

者
に
利
用
さ
れ
て
い
る
同
事

業
︒
白
井
社
長
は
最
後
に
︑

同
事
業
の
さ
ら
な
る
活
用
に

つ
い
て
述
べ
た
︒

　
﹁
従
業
員
が
安
心
し
て
働

く
こ
と
の
で
き
る
職
場
づ
く

り
を
推
し
進
め
て
い
く
こ
と

は
︑
経
営
者
の
責
務
だ
と
考

え
ま
す
︒
経
営
診
断
・
経
営

相
談
の
受
診
は
確
か
に
大
切

で
す
が
︑
１
回
受
診
し
た
だ

け
で
事
業
者
の
経
営
が
飛
躍

的
に
改
善
さ
れ
る
よ
う
な
も

の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
︑

留
意
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
︒

例
え
ば
︑
定
期
的
に
３
年
ぐ

ら
い
に
１
回
受
診
し
︑
そ
の

都
度
改
善
度
合
い
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
︑
改
善
で
き
な
か
っ

た
項
目
に
つ
い
て
は
専
門
家

担
当
診
断
士
か

ら
は
﹁
現
状
の

良
好
な
従
業
員

と
の
関
係
の
中

で
︑
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
な
ど
の

﹃
場
﹄
を
構
築

し
︑
持
続
発
展

さ
せ
て
い
く
こ

と
が
大
切
﹂
で

あ
る
と
指
摘
さ

れ
た
︒

　
﹁﹃
ス
テ
ッ
プ

２
﹄
を
通
じ
て
専
門
家
に
詳

し
く
説
明
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
︑
第
三
者
の
立
場
か
ら

見
た
当
社
の
強
み
や
弱
み
を

知
る
こ
と
が
で
き
︑
改
善
の

き
っ
か
け
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
︒
確
か
に
利
益
を
ア

ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
は
良
い
こ
と

で
す
が
︑
そ
の
一
方
で
安
全

教
育
を
徹
底
し
︑
法
令
遵
守

意
識
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
共
有

さ
せ
て
い
く
な
ど
︑
運
送
会

社
だ
か
ら
こ
そ
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
取
り
組
み
を
お
ろ

そ
か
に
し
て
い
て
は
︑
い
つ
か

重
大
事
故
が
発
生
し
︑
経
営

継
続
が
不
可
能
に
な
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
事
態
に
も
陥
り

か
ね
ま
せ
ん
︒
運
送
会
社
と

し
て
手
遅
れ
な
状
態
に
な
る

前
に
自
社
の
現
状
を
気
付
か

せ
て
く
れ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
︑

経
営
診
断
・
経
営
相
談
事
業

は
非
常
に
有
用
だ
と
考
え
ま

す
﹂（
同
）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
経
営
改
善
対

策
の
一
環
と
し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
に
詳
し
い
専
門
家
を
派
遣
し
︑

各
事
業
者
の
経
営
の
現
状
を
分
析
し

て
︑
そ
の
結
果
を
基
に
改
善
策
を
提

案
す
る
﹁
経
営
診
断
・
経
営
相
談
事

業
﹂を
実
施
し
て
い
る（
詳
細
7
面
）︒

　

こ
こ
で
は
︑
昨
年
度
に
同
事
業
を

利
用
し
て
経
営
診
断
・
経
営
相
談
を

受
け
た
㈱
タ
イ
ヨ
ー
運
送
（
白
井
博

巳
代
表
取
締
役
）
に
︑
受
診
の
動
機

や
活
用
後
の
感
想
な
ど
に
つ
い
て
伺

っ
た
︒

代表者	 白井博巳代表取締役
本社所在地	 大阪府枚方市野村元町 6-1
設　立	 昭和 42 年 6月8日
資本金	 1,000 万円
従業員数	 18 人（うちドライバー13 人）
車両数	 16 台

㈱タイヨー運送

「
真
の
経
営
改
善
の
実
現
を
目
指
し
て
」

専
門
家
に
よ
る
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
会
社
を
大
き
く
伸
ば
す

株
式
会
社
タ
イ
ヨ
ー
運
送
（
大
阪
府
枚
方
市
）

「
従
業
員
が
安
心
し
て
勤
め
ら
れ
る
会
社
に
し
た
い
」

よ
り
良
い
経
営
を
目
指
し
診
断
受
診
を
決
断

改
善
度
合
い
を
再
確
認
す
る
た
め
に

「
定
例
的
に
受
診
」
が
効
果
的

事
前
調
査
と
現
地
調
査
で
現
状
を
把
握
「
ス
テ
ッ
プ
１
」

経
営
診
断
書
に
よ
り
改
善
課
題
を
提
案

具
体
的
な
経
営
相
談
の
場
「
ス
テ
ッ
プ
２
」

自
社
の
経
営
改
善
に
直
結
す
る
専
門
家
か
ら
の
助
言

か
ら
助
言
を
受
け
︑
改
善
に

向
け
て
着
実
に
取
り
組
ん
で

い
く
︒
こ
れ
を
繰
り
返
し
て

い
く
こ
と
で
初
め
て
︑
真
の

経
営
改
善
を
実
現
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
﹂（
同
）

︵
取
材
協
力
︶
㈱
タ
イ
ヨ
ー
運

送　

白
井
博
巳
代
表
取
締
役

経営診断・経営相談事業特 

集

白井博巳
代表取締役運行管理なども社長自ら行っており、「社長の補完者となるような人材の育成」が指摘された

金
型
輸
送
を
中
心

に
事
業
を
手
が
け

て
い
る
同
社

ト
レ
ー
ラ
は
全
国
の
自
動
車
工
場
へ

の
金
型
輸
送
に
活
躍
す
る
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☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
235
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

労災ひとくちメモ

⑩労災を防ぐために
「安全活動」に取り組みましょう③
〜危険の「見える化」とは、危険を共有すること〜

　危険の「見える化」とは、職場の危険を従業員全
員で共有するために可視化（＝見える化）すること
です。

　KY活動（４月15日号掲載の本コーナー参照）で
見つけた危険なポイントに、ステッカーなどを貼り
つけることで、注意を喚起します。

　墜落や衝突などの恐れのある場所が事前に分かっ
ていれば、慎重に行動することができ、労働災害を
未然に防ぐことが可能となります。

（例）ステッカーの種類

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜交通の教則・高速道路走行編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ×（教則第7章第2節 走行上の注意1）本
線車道とは、高速道路で通常高速走行をする
部分（加速車線、減速車線、登坂車線、路
側帯、路肩を除いた部分）をいう。したがっ
て、登坂車線は本線車道には含まれない。
❷ ×（教則第7章第2節 走行上の注意2-2）長
い時間高速で走ったり、夜間高速で走ったりし
ていると速度感が鈍り、速度を出し過ぎがち
になるので、速度計で確かめるようにする。
❸ ○（教則第7章第2節 走行上の注意2-4）路
面が乾燥していて、タイヤが新しい場合は、
時速100キロメートルでは約100メートル、時
速80キロメートルでは約80メートルの車間
距離をとる必要がある。また、路面が雨にぬ

れ、タイヤが減っている場合は、この約2倍程
度の車間距離が必要となることがある。
❹ ○（教則第7章第2節 走行上の注意3-10）
強風のときは、ハンドルを取られやすいので
速度を落とし注意して運転する。特に、トンネ
ルや切り通しの出口などでは、横風のために
ハンドルを取られることがあるので注意する。
❺ ○（教則第7章第2節 走行上の注意4-5）高
速道路上は危険なので、荷物が転落、飛散し
たため、その物を除去するなど必要な措置を
とるときには、110番通報で警察に連絡すると
ともに、非常電話を利用して、荷物の除去の
依頼などをする。

食
　
文
　
化

109「
魚
食
文
化
の
道
⑦
」 

長
良
川
の「
鮎
の
塩
焼
き
」

　

天
然
鮎
は
１
年
し
か
生
き

な
い
︒
秋
に
孵ふ

か化
し
︑
河
口

付
近
で
幼
魚
時
代
を
過
ご
し

て
︑
春
に
な
る
と
川
を
遡そ

じ
ょ
う上

す
る
︒
夏
に
は
中
流
域
で
川

苔
を
食
べ
て
成
長
し
︑
秋
に

産
卵
し
て
一
生
を
終
え
る
︒

そ
の
１
年
間
で
20
㌢
㍍
以
上

に
な
る
だ
け
に
︑
ぐ
ん
ぐ
ん

育
つ
夏
に
は
味
も
風
味
も
ピ

ー
ク
に
な
る
︒

　

た
と
え
ば
︑
岐
阜
県
の
長

良
川
水
系
︒
ダ
ム
が
な
い
川

だ
け
に
︑
天
然
も
の
の
鮎
が

上
流
ま
で
遡
上
し
︑
豊
か
な

山
々
か
ら
流
れ
出
る
栄
養
た

っ
ぷ
り
の
川
を
泳
ぎ
な
が
ら
︑

清
ら
か
に
︑お
い
し
く
育
つ
︒

名
神
高
速
道
路
の
一
宮
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
分
か
れ
る

東
海
北
陸
自
動
車
道
は
︑
ほ

ぼ
長
良
川
に
沿
っ
て
い
る
か

り
で
な
く
︑
途
中
で
し
た
た

り
落
ち
て
く
る
わ
た

4

4

の
汁
が

魚
体
の
表
面
に
満
遍
な
く
か

か
る
よ
う
に
︑
巧
み
に
位
置

を
ず
ら
し
な
が
ら
焼
い
て
い

く
の
だ
︒
さ
ら
に
︑
尾
や
ひ

れ
の
化
粧
塩
と
身
に
振
る
塩

は
粒
の
き
め
を
変
え
て
い
る

か
ら
︑
見
た
目
も
口
当
た
り

も
い
い
︒

　

焼
き
立
て
の
鮎
は
︑﹁
そ

と
産
地
を
二
通
り
に
し
て
あ

る
︒
お
か
げ
で
︑
味
比
べ
ま

で
楽
し
め
る
わ
け
だ
︒
吉
田

川
産
は
一
般
受
け
す
る
味

で
︑和
良
川
産
は
味
が
濃
く
︑

し
か
も
時
季
に
よ
っ
て
味
は

変
化
す
る
︒
そ
れ
ら
を
味
わ

い
分
け
つ
つ
︑
す
べ
て
を
い
と

お
し
む
の
が
﹃
鮎
食
い
﹄
の

コ
ツ
で
あ
る
︒（
つ
づ
く
）

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

ら
︑
こ
こ
を
走
れ
ば
郡
上
市

を
経
て
上
流
地
帯
の
川
の
様

子
ま
で
す
べ
て
見
ら
れ
る
︒

　

さ
て
︑
鮎
は
塩
焼
き
に
す

る
の
が
一
番
だ
が
︑
岐
阜
市

に
残
る
古
い
町
並
み
の
一
画

に
あ
る﹁
川
原
町 

泉
屋
﹂は
︑

焼
き
方
が
す
ば
ら
し
い
︒

　

串
を
打
っ
た
鮎
の
左
右
︑

背
︑
腹
と
い
う
６
方
向
に
順

に
炭
火
を
当
て
て
焼
く
ば
か

の
ま
ま
頭
か
ら
か
じ
っ
て
く

だ
さ
い
﹂
と
︑
ご
主
人
の
泉

善
七
さ
ん
が
言
う
と
お
り
︑

頭
も
中
骨
も
カ
リ
カ
リ
ッ
と

心
地
よ
い
︒
皮
は
パ
リ
ッ
︑

身
は
ふ
ん
わ
り
で
︑
清
流
の

香
り
に
満
ち
て
い
る
︒

　

コ
ー
ス
に
は
塩
焼
き
が
２

尾
付
く
が
︑﹁
今
日
は
︑
郡

上
八
幡
の
長
良
川
支
流
の
吉

田
川
と
和わ

ら良
川
で
す
﹂
な
ど

◆
事
業
の
内
容

　

同
事
業
は
︑﹁
総
合
的
な

経
営
診
断
（
ス
テ
ッ
プ
１
）﹂

と
﹁
経
営
改
善
相
談
（
ス
テ

ッ
プ
２
）﹂
の
２
段
階
に
分
か

　

こ
れ
は
︑
経
営
改
善
に
取

り
組
む
事
業
者
に
お
け
る
経

営
実
態
の
把
握
と
課
題
を
抽

出
す
る
目
的
で
行
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
︒

　
﹁
ス
テ
ッ
プ
１
﹂
の
受
診
に

際
し
て
は
︑
ま
ず
担
当
診
断

れ
て
い
る
︒

　

ま
ず
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
ま
た
は
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
が
推
薦
す
る
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
経
営
診

断
に
豊
富
な
経
験
を
も
つ
中

小
企
業
診
断
士
等
に
よ
る

﹁
総
合
的
な
経
営
診
断
（
ス

テ
ッ
プ
１
）﹂
を
実
施
︒
そ
の

後
︑
診
断
士
に
具
体
的
な
経

営
相
談
︑
助
言
を
希
望
す
る

事
業
者
に
対
し
て
は
︑﹁
経

営
改
善
相
談（
ス
テ
ッ
プ
２
）﹂

が
実
施
さ
れ
る
︒

士
が
受
診
事
業
者
の
現
状
を

把
握
す
る
た
め
に
︑
資
料
に

よ
る
事
前
調
査
が
行
わ
れ

る
︒
受
診
を
申
し
込
ん
だ
事

業
者
は
︑
所
定
の
﹁
事
前
調

査
票
﹂﹁
自
己
診
断
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
﹂
に
記
入
し
︑﹁
会

社
の
組
織
図
﹂
や
﹁
過
去
４

期
間
の
決
算
書
﹂︑﹁
直
近
の

試
算
表
﹂︑﹁
過
去
３
期
間
の

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

営
業
報
告
書
﹂
な
ど
と
併
せ

て
提
出
す
る
︒

　

事
業
者
か
ら
の
提
出
を
受

け
︑
担
当
診
断
士
が
そ
れ
ら

資
料
を
分
析
し
︑
事
業
者
の

現
状
を
把
握
︒
そ
の
上
で
︑

担
当
診
断
士
が
受
診
事
業
者

を
訪
問
し
︑
現
地
調
査
を
行

う
︒
現
地
調
査
で
は
︑
資
料

を
基
に
し
た
担
当
診
断
士
と

の
面
談
を
実
施
︒
担
当
診
断

士
が
経
営
者
や
従
業
員
な
ど

か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と

で
︑
第
三
者
の
視
点
か
ら
事

業
者
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を

把
握
︒
資
料
か
ら
だ
け
で
は

分
か
ら
な
い
︑事
業
者
の
﹁
伸

ば
す
べ
き
長
所
﹂
や
﹁
改
善

す
べ
き
短
所
﹂
を
明
確
化
し

て
い
く
︒

　

同
事
業
で
は
︑
こ
の
よ
う

に
①
提
出
さ
れ
た
資
料
に
基

づ
い
た
﹁
財
務
診
断
に
よ
る

分
析
﹂
②
自
己
診
断
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
に
よ
る
﹁
自
己
診

断
に
よ
る
分
析
﹂
③
担
当
診

断
士
が
事
業
者
を
訪
問
し
課

題
を
探
る
﹁
現
地
調
査
に
よ

る
分
析
﹂
︱
︱
の
３
つ
の
分

析
に
よ
り
︑
総
合
的
な
経
営

診
断
が
行
わ
れ
る
︒

　

事
前
調
査
と
現
地
調
査
が

終
わ
る
と
︑
担
当
診
断
士
に

よ
っ
て﹁
標
準
経
営
診
断
書
﹂

が
ま
と
め
ら
れ
︑
受
診
事
業

者
に
送
付
さ
れ
る
︒
診
断
書

で
は
︑
担
当
診
断
士
に
よ
る

総
合
所
見
が
示
さ
れ
る
︒
総

合
所
見
で
は
︑﹁
自
己
診
断
﹂

﹁
財
務
診
断
﹂
の
各
項
目
で

評
価
が
数
値
化
さ
れ
︑
自
社

の
強
み
や
改
善
を
要
す
る
点

な
ど
が
分
か
り
や
す
い
形
で

示
さ
れ
る
ほ
か
︑
数
値
を
踏

ま
え
た
上
で
の
改
善
課
題
が

　

担
当
診
断
士
に
具
体
的
な

経
営
相
談
︑
助
言
を
希
望
す

る
事
業
者
に
対
し
て
は
︑﹁
経

営
改
善
相
談（
ス
テ
ッ
プ
２
）﹂

が
行
わ
れ
る
︒
な
お
︑
こ
れ

は
ス
テ
ッ
プ
１
を
受
診
し
た

事
業
者
を
対
象
に
実
施
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
︒

　

ス
テ
ッ
プ
２
で
は
︑
ス
テ
ッ

記
載
さ
れ
︑
経
営
を
改
善
さ

せ
る
た
め
に
は
具
体
的
に
何

が
求
め
ら
れ
る
の
か
が
明
確

に
さ
れ
る
︒

プ
１
を
実
施
し
た
同
じ
担
当

診
断
士
が
︑
ス
テ
ッ
プ
１
で

作
成
さ
れ
た
﹁
標
準
経
営
診

断
書
﹂
を
ベ
ー
ス
に
︑
経
営

相
談
や
助
言
を
実
施
︒
経
営

改
善
に
向
け
た
指
摘
事
項
に

つ
い
て
︑
様
々
な
指
標
を
用

い
な
が
ら
︑
第
三
者
の
視
点

か
ら
詳
細
に
説
明
さ
れ
る
︒

そ
の
後
︑
事
業
者
か
ら
の
経

営
相
談
の
内
容
を
受
け
︑
担

当
診
断
士
か
ら
は
﹁
経
営
相

談
報
告
書
﹂
が
発
行
さ
れ
︑

自
社
の
今
後
あ
る
べ
き
姿
を

目
指
す
た
め
の
指
針
と
な
る

経
営
改
善
提
案
が
行
わ
れ
る
︒

　
﹁
経
営
改
善
相
談
（
ス
テ

ッ
プ
２
）﹂
を
受
け
︑
経
営
診

断
に
豊
富
な
経
験
を
も
つ
専

門
家
に
相
談
し
︑
助
言
を
受

け
な
が
ら
経
営
改
善
に
資
す

る
様
々
な
方
策
を
実
行
に
移

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
︑
自

社
の
着
実
な
経
営
改
善
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
︒

◆
受
診
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

同
事
業
を
受
け
る
事
業
者

に
は
︑
図
１
・
図
２
で
示
し

た
よ
う
に
経
営
診
断
・
経
営

改
善
相
談
費
用
の
一
部
が
全

ト
協
か
ら
助
成
さ
れ
る
︒

　

受
診
を
希
望
す
る
事
業
者

は
︑﹁
経
営
診
断
受
診
申
込

書
﹂
を
所
属
の
都
道
府
県
ト

協
に
提
出
い
た
だ
き
た
い

（
申
込
書
は
全
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
）︒

︻
受
診
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
先
︼

各
都
道
府
県
ト
協
︑
ま
た
は

全
ト
協
経
営
改
善
事
業
部

（
☎
03
・
３
３
５
４
・
１
０

５
６
）
ま
で
︒

標準経営診断（診断書を発行）

助言を行い、経営改善提案（改善提案書を発行）

専門家を派遣して総合的な経営診断を実施し、経営
実態の把握と課題抽出等を図る

・診断費用

・診断士

16万円（消費税別）  ※別途交通費（現地出張費）が必要
・全日本トラック協会が診断費用の２分の１（８万円）を助成
※安全性優良事業所（Gマーク）取得事業所は 10万円を助成

全ト協の推薦のある者 、または 都道府県ト協の推薦のある者

・相談対象者
・相談方法等
・相談費用

・診断士

ステップ１「総合的な経営診断」の受診者
相談日を定め、担当診断士が訪問
５万円（消費税別）  ※別途交通費（現地出張費）が必要
・全ト協が２万円を助成
※Gマーク取得事業所は３万円を助成

ステップ１を診断した者と同一とする

ステップ１の「標準経営診断書」をベースに、ト
ラック運送事業の経営診断に豊富な経験をもつ専
門家により経営改善に係る助言を行う

図１　総合的な経営診断（ステップ１）

図２　経営改善相談（ステップ２）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
様
々
な
経
営
課
題
を
抱

え
る
会
員
事
業
者
の
相
談
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
︑
全

ト
協
ま
た
は
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
推
薦
す
る
中
小

企
業
診
断
士
等
が
経
営
診
断
・
経
営
相
談
を
行
う
﹁
経
営

診
断
・
経
営
相
談
事
業
﹂
を
行
っ
て
い
る
︒
こ
こ
で
は
︑

同
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
す
る
︒

◆『
ス
テ
ッ
プ
１
』�

（
図
１
）

◆『
ス
テ
ッ
プ
２
』�

（
図
２
）

事
業
者
の
現
状
を
的
確
に
分
析
す
る

「
総
合
的
な
経
営
診
断
」

経
営
改
善
に
向
け
た
戦
略
を
構
築
す
る

「
経
営
改
善
相
談
」

「
３
つ
の
分
析
」
で
事
業
者
の
経
営
課
題
を
明
確
化

「
現
状
分
析
」
と「
戦
略
構
築
」
の
２
ス
テ
ッ
プ
方
式
で
経
営
改
善
を
図
る

平 成 29 年 度
経 営 診 断・
経営相談事業

全
ト
協
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▼
地
方
へ
１
泊

の
出
張
帰
り
︒

羽
田
空
港
に
降

り
立
ち
︑
安
堵

の
吐
息
を
つ
き

な
が
ら
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
押
し
て
い
る
と
︑

後
ろ
か
ら
﹁
お
遍
路
旅
は
良
か
っ
た
︒
心
が

洗
わ
れ
た
な
﹂
と
︑
旅
行
帰
り
の
夫
婦
と

思
わ
れ
る
２
人
が
︑
感
動
冷
め
や
ら
ぬ
様
子

で
呟
い
て
い
ま
し
た
︒
四
国
八
十
八
か
所
を

巡
礼
す
る
﹁
お
遍
路
﹂
は
︑
誰
も
が
知
っ
て

い
ま
す
が
︑
私
も
一
度
は
実
行
し
た
い
と
い

う
願
望
が
あ
り
ま
す
︒
全
国
に
札
所
巡
り

は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
︑
四
国
４
県
に
跨
が

る
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
は
︑
他
に
類
を
み
ま

せ
ん
︒
▼
先
頃
︑
愛
媛
県
の
音
頭
で
︑
サ

イ
ク
リ
ン
グ
に
よ
る
﹁
四
国
一
周
１
０
０
０

㌔
ル
ー
ト
﹂
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
︒
11
日

間
で
愛
媛
↓
香
川
↓
徳
島
↓
高
知
↓
愛
媛

と
回
る
基
本
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
︒
四
国
と
ほ
ぼ
同
等
の
広
さ
の
台
湾
で

は
︑
近
年
自
転
車
で
国
内
を
一
周
す
る
﹁
環

島
﹂（
ホ
ァ
ン
ダ
オ
）
人
達
が
増
え
て
い
ま

す
︒
日
本
の
﹁
お
遍
路
﹂
の
目
的
が
﹁
お
寺

の
本
堂
と
大
師
堂
の
前
で
お
経
を
唱
え
功
徳

を
積
む
﹂
の
に
対
し
て
︑
ツ
ー
リ
ン
グ
の
目

的
は
﹁
自
国
の
環
境
を
肌
で
感
じ
現
況
を

再
認
識
す
る
﹂
と
内
容
を
異
に
し
な
が
ら

も
︑
そ
れ
ぞ
れ
熱
い
心
根
が
感
じ
ら
れ
ま

す
︒
▼
日
本
全
国
に
神
社
は
約
８
万
８
千

社
︑
そ
の
中
で
神
職
者
が
常
駐
し
て
い
る
有

人
神
社
は
２
万
社
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒
一

方
︑
お
寺
は
全
国
に
約
７
万
７
千
寺
あ
り
︑

お
坊
さ
ん
は
実
に
34
万
人
い
る
と
の
こ
と
で

す
︒
神
社
仏
閣
の
数
は
︑
予
想
以
上
に
凄
い

数
字
で
驚
嘆
し
ま
し
た
︒
▼
私
が
過
去
に
３

度
訪
れ
た
福
井
県
の
﹁
永
平
寺
﹂
は
︑
荘

厳
な
中
に
人
を
包
み
込
む
優
し
さ
が
あ
り

ま
す
︒
同
寺
を
秋
に
訪
れ
た
時
は
︑
ち
ょ
う

ど
正
午
の
合
図
で
︑
修
行
僧
が
別
棟
に
居

る
高
僧
に
お
膳
を
運
ぶ
風
景
を
垣
間
見
ま

し
た
が
︑
静
寂
の
中
︑
磨
き
抜
か
れ
た
回

廊
を
急
ぐ
修
行
僧
の
摺
り
足
の
音
が
微
か
に

反
響
し
て
︑
と
て
も
印
象
的
で
し
た
︒
同

寺
を
真
冬
に
訪
れ
た
時
は
︑
あ
ま
り
の
寒
さ

に
身
体
が
凍
り
付
き
ま
し
た
が
︑
そ
の
中
で

も
修
行
僧
達
の
所
作
は
淡
々
と
し
て
い
ま
し

た
︒
修
行
は
一
日
一
日
の
積
み
重
ね
︑
と
は

言
う
も
の
の
︑
凡
人
の
私
に
は
到
底
果
た
せ

ぬ
荒
行
で
す
︒
▼
私
の
両
親
が
眠
る
お
墓

は
︑
埼
玉
県
越
谷
市
に
あ
り
ま
す
︒
お
寺

は
貞
観
６
（
８
６
０
）
年
に
慈
覚
大
師
の
創

建
で
︑
後
に
徳
川
家
康
が
鷹
狩
に
来
た
際

に
身
体
を
休
め
た
こ
と
に
起
因
し
て
︑
徳
川

家
の
御
朱
印
状
を
受
け
た
と
の
こ
と
で
す
︒

か
な
り
の
敷
地
を
持
ち
︑
中
々
格
式
が
あ

り
ま
す
が
︑
住
職
は
非
常
に
さ
ば
け
た
人
で

寛
容
で
す
︒
た
だ
︑
何
故
両
親
は
実
家
か

ら
程
遠
い
こ
の
地
の
お
墓
を
永
遠
の
眠
り
の

地
に
し
た
の
か
︒
今
以
っ
て
首
を
捻
る
ば
か

り
で
す
︒
▼
お
寺
の
住
職
は
︑
檀
家
と
の
関

わ
り
を
重
要
視
し
ま
す
が
︑
そ
の
住
職
と

檀
家
の
人
達
が
恒
例
と
し
て
い
る
旅
行
が
あ

り
ま
す
︒
私
は
偶
然
︑
東
北
の
温
泉
地
の

旅
館
で
宴
会
を
し
て
い
る
彼
等
に
遭
遇
し
て

し
ま
い
ま
し
た
︒
た
ま
た
ま
襖
が
一
部
開
い

て
い
て
︑
何
と
住
職
と
目
が
合
い
︑
私
は
そ

の
渦
の
中
に
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
︒
ま
る
で
︑
徳
島
県
の
鳴
門
海
峡
の
渦
潮

に
導
か
れ
た
か
の
よ
う
で
す
︒
何
の
因
果
か

と
思
い
ま
し
た
が
︑
そ
れ
は
普
通
の
宴
会
と

異
な
り
︑
合
掌
し
た
く
な
る
よ
う
な
ふ
わ
っ

と
し
た
温
か
み
を
感
じ
ま
し
た
︒
▼
お
酒

を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
︑
故
人
を
偲
び
︑

故
人
の
生
前
の
行
い
を
語
ら
い
︑
縁
が
あ
り

束
の
間
の
楽
し
い
時
間
を
共
有
し
た
こ
と
に

感
謝
し
て
い
る
の
で
す
︒
さ
す
が
に﹁
献
杯
﹂

で
は
な
く﹁
乾
杯
﹂と
い
う
表
現
で
し
た
が
︑

不
思
議
な
一
夜
で
し
た
︒
▼﹁
赤
い
糸
の
縁
﹂

は
男
女
間
の
巡
り
合
い
を
指
し
ま
す
が
︑
さ

し
ず
め
縁
の
あ
っ
た
全
て
の
人
を
指
す
な
ら

﹁
白
い
糸
﹂
で
し
ょ
う
︒
知
り
合
っ
た
人
の

色
合
い
に
染
ま
り
︑
お
互
い
を
理
解
し
︑
縁

を
深
く
築
い
て
い
く
︒﹁
合
縁
奇
縁
﹂︑
限
ら

れ
た
人
生
︑
ど
こ
で
素
敵
な
人
と
出
会
う

か
︑
自
分
に
影
響
を
与
え
る
人
に
巡
り
合

う
か
︑
そ
れ
こ
そ
﹁
縁
は
異
な
も
の
味
な
も

の
﹂
で
す
！ 

（
山
崎
薫
）

2017・6・15

こ
ち
ら
広
報
室
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　物流関係の教育・研究に力を入れている流通経済大学では、
次代を担う物流事業者の育成を目的として、全日本トラック協会
からの推薦入試（AO入試）を実施する。

【 実 施 要 領 】

▷募集学部：経済学部（経済学科、経営学科）、社会学部（社会
学科、国際観光学科）、流通情報学部（流通情報学科）、法学
部（ビジネス法学科、自治行政学科）、スポーツ健康科学部（ス
ポーツ健康科学科、スポーツコミュニケーション学科）

▷出願資格：①同大学を第１志望とする者で、高等学校を卒業した
者または平成30（2018）年３月卒業見込みの者②各都道府県
トラック協会会員事業者の関係者

▷志願方法：流通経済大学入試センター（右記）へ連絡して、オー
プンキャンパスへの参加申し込み、全ト協推薦枠でのAOエン

トリーを済ませた上で、「流通経済大学入学試験／全ト協推薦
枠受験申請書」（全ト協ホームページ（HP）よりダウンロード可
能）を、所属する都道府県ト協へ提出（※全ト協からの推薦書
は、同申請書を都道府県ト協から受領後、全ト協から大学に直
接提出）

▷選考方法：書類審査および面接

▷試験会場：流通経済大学龍ヶ崎キャンパス（茨城県龍ケ崎市
120）

◇オープンキャンパスへの参加申し込みおよび出願書類・選考日
程など入試に関する詳細は、流通経済大学入試センター（龍ヶ
崎キャンパス、☎ 0297・60・1156、もしくは同大学HP）まで

◇本件についてのお問い合わせは、全ト協経営改善事業部（☎ 
03・3354・1056）まで

茨城県トラック協会新総合会館　データ
■ 所在地	 茨城県水戸市見川町2440-1
■ 敷地面積	 20,006.43㎡
■ 建物の構造	 事務棟　鉄骨造　２階建て
	 倉庫棟　鉄骨造　平屋建て
■ 建築面積	 事務棟　1,637.78㎡
	 倉庫棟　822.50㎡
■ 床面積	 事務棟　2,990.96㎡（1階1,499.31㎡、2階1,491.65㎡）
	 倉庫棟　787.50㎡
①事務棟
・耐震強度：基準の1.25倍
・災害対策本部室および災害対策室
（茨城県防災情報ネットワークシステム・全日本トラック協会との
テレビ会議システム・衛星電話）
・避難施設、150人収容の研修室１・２（天井の高さ4m）・医務室
ボランティア控室・授乳室・シャワー室、間仕切り移動により2
ブース増となる女子トイレ等

②倉庫棟
・フォークリフト研修施設
緊急時物資の荷捌き所として活用・フォークリフト2台

③屋外
・ヘリポート・非常用発電機2基・井戸・竈ベンチ4基
・�屋外トイレ・初任運転者実技練習コース
・�駐車場310台・大型車5台
④敷地内に茨城県の備蓄倉庫「県央総合防災センター」を設置

　

茨
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
小
林
幹
愛
会
長
）
の
﹁
茨

城
県
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館

（
防
災
・
研
修
セ
ン
タ
ー
）﹂

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
︒

　

新
会
館
の
敷
地
面
積
は
旧

総
合
会
館
の
ほ
ぼ
６
倍
と
な

る
２
万
平
方
㍍
︒
県
内
で
は
︑

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
で
大
き

な
被
害
を
受
け
た
経
験
を
も

つ
こ
と
か
ら
︑
新
会
館
で
は

防
災
基
地
と
し
て
の
機
能
を

強
化
︒
敷
地
内
に
は
ヘ
リ
ポ

ー
ト
や
多
目
的
倉
庫
が
設
け

ら
れ
て
い
る
︒

　

茨
城
県
ト
協
事
務
局
が
入

居
す
る
事
務
棟
は
︑
通
常
は

事
務
室
や
研
修
室
等
と
し
て

使
用
さ
れ
る
が
︑
災
害
時
に

は
防
災
対
策
本
部
室
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新規申請 更新申請

申請書類頒布 8 月 15日㈫までに
全ト協HPよりダウンロード

６月末までに、全ト協から各認定事業
者へ現在登録されている内容が記載さ
れている更新申請書類一式を郵送

申請受付期間 8 月 1日㈫～ 8月 15日㈫（当日消印有効）郵送（書留で受付）

送付先・問い合わせ先
〒 160-0004　東京都新宿区四谷三丁目 2番 5
（公社）全日本トラック協会　引越事業者優良認定制度　申請受付　係
TEL：03-5925-8981/FAX：03-3354-1019
メールアドレス：hikkoshi-ansin@jta.or.jp

◇申請の資格と作成書類（新規申請）

◇Gマーク未取得理由（Gマーク特例、新規・更新共通）

◇Gマーク特例審査基準の明確化

引越を行う全ての事業所に、過去 3年以内に引越管理者講習を
修了した者が1名以上在籍している

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

引越を行う全ての事業所に、Gマークがある

申請できません

申請できます
申請書類第１～第４号様式を
作成し申請してください

申請できません引越を行う全ての事業所にGマークがなく、本年度Gマークを申請
もしない

下記のGマーク未取得理由を参照し、当てはまる申請書類を作成してください

本社、利用運送のみの事業所など実運送を行わない
ためGマーク申請の資格がない事業所がある場合

申請様式第１～４号様式に加え、第５号様式、
第６-１号様式を作成し申請してください

申請様式第１～４号様式に加え、第５号様式、
第６-２号様式を作成し申請してください

申請様式第１～４号様式に加え、第５号様式、
第６-２号様式、事故報告書などを作成し申請
してください

申請様式第１～４号様式を作成し、第５号様式
に詳細な理由を記載し、第６-２号様式を作成し
申請してください

事業開始後３年未満のためGマーク申請の資格がな
い事業所がある場合

Ｇマーク未取得の理由が上記 2、4、5の場合、適正化実施機関による巡回指導の評価結果がC以上であること
（平成 29年 8月1日までの過去 3年間に実施され、全国適正化実施機関に報告のあった直近のもの）

事故などによりGマークが取り消されたまたは自主返納
を行ったもしくは事故等により申請が行えない事業所が
ある場合

その他の理由によりGマークの申請が行えない事業所
がある場合

本年度、Gマークを申請している事業所がある場合

１

2

3

4

5

流通経済大学で全ト協推薦入試を実施

引越事業者優良認定制度
「引越安心マーク」

平
成
29
年
度

全  ト 協

地
域
住
民
避
難
所
な
ど
災
害
時
に
対
応

茨
城
県
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館
（
防
災
・
研
修
セ
ン
タ
ー
）

　全日本トラック協会は、「平成
29 年度引越事業者優良認定制
度　制度と申請のご案内」につ
いて、全ト協ホームページ（HP）
にて書類等の頒布を開始してい
る。申請受付期間は8月1日㈫
～ 8月15日㈫。申請の詳細や
申請料・審査手数料などについ
ては、同案内を参照のこと。

ALL

New！！

１面に関連

ヘリポートなど防災機能と運転訓練コースなどの研修機能を有した茨城県トラック総合会館

県が設置した防災倉庫「県央総合防災センター」

緊急輸送時には荷捌き所として活用されるフォークリフト研修施設
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※死亡事故件数は事業用貨物自動車が第1当事者 となるものであり、軽自動車によるものを除く ＜出典：（公財）交通事故総合分析センター＞ 
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・直進時の死亡事故：対歩行者は 8割以上が 60 歳以上、対自転車は 4割以上が 60 歳以上。
・左折時の死亡事故：左折巻き込み対自転車事故は全て大型車。
・右折時の死亡事故：対歩行者は 8割以上が 70 歳以上。

▪ 交差点における死亡事故（対歩行者・対自転車別）
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※本統計データに軽自動車は含まない
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出典：（公財）交通事故総合分析センター

交差点一対歩行者

交差点一対自転車

▪死亡事故データ（車籍別発生状況）
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プラン 2009 スタート

中間見直し

事業用トラック飲酒事故件数　　　　事業用トラック人身事故件数　　　　事業用トラック死者数　
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※事業用トラック事故件数および死者数には軽貨物は含まない。 出典：警察庁「交通事故統計」
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▪ トラック事業における総合安全プラン 2009 と目標値達成状況
　人身事故件数、死者数共に減少傾向にある中で、飲酒運転による交通事故件数
及び死者数は最終目標未達成である。特に、飲酒事故件数は２年連続で増加して
おり、関係者一丸となって飲酒運転撲滅に取り組む必要がある。

車両1万台当たりの死亡事故件数▪ 車籍別
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掲示用

平成28年の交通事故統計分析結果全
ト
協 〜車籍別・事業用トラックが第１当事者となった死亡事故〜

　全日本トラック協会はこのほど、事業用トラックが第 1当事者となった死亡事故件数を、
都道府県ナンバー別（車籍別）に 1万台当たりの数値に換算し、平成 26 年～ 28 年の 3か
年の推移を示したデータを公表した。
　それによると、全国平均では、26 年が 2.7 件、27 年が 2.5 件と年々減少傾向をみせており、
28 年は 2.1 となったが、全ト協は車両１万台当たりの死亡事故件数目標を「2.0 件」に設定
しており、今後、各都道府県トラック協会においては、「トラック事業における総合安全プラ
ン 2009」の数値目標 2.0 件を達成できるよう、さらなる交通事故防止対策に取り組むこと

が求められる。
　都道府県別にみると、2.0 件の数値目標をクリアできたのは 25 都県で、特に岩手県、山梨
県、鳥取県、島根県、沖縄県はゼロを達成した。
　車籍別の発生状況では、車籍地（県内）での事故は 144 件、他県での事故は 114 件とな
っている。
　なお、このデータは全ト協ホームページ内「平成 28 年の交通事故統計分析結果」に掲載
されており、ダウンロードが可能。

第2087号（第3種郵便物認可）平成29年（2017年）6月15日


